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1 . 本書は、昭和48年度県営圃場整備事業地内の埋蔵文化財調壺の結果と

昭和47年度県営圃場整備事業地内の埋蔵文化財調査のうち、上野市山ノ

川遺跡及び波岸台遺跡の調在結果をまとめたものである。

2. 調査のうち、試掘・遺跡範囲の確認調在は三重県農林水産部の関係各耕

地事務所が県文化財調査員等の立合いのもとに実施した。

3. 昭和48年県営圃場整備事業にともなう各遺跡の発掘調査と昭和47年度調

査実施の山ノ川遺跡の出土品整理は、三重県と三重県文化財連盟との委

託契約のもとに、三重県教育委貝会文化課係貝が当った。

4. 本書に用いた遺構標示の略記号は次による。

SB ; 竪穴住居址 SE ; 井戸址

掘立柱建物址

SD; 溝址

SK; 土琺

S X ; 方形周溝址• その他

5 . 仲垣内遺跡他4遺跡の遺跡地形図の原図は、農林省・三重県「宮川用

水改良事業地区平面図」 (1 : 3000 昭和31年11月）、山の川遺跡の遺

跡地形図は、上野市「上野市都市計画」 (1 : 2500 昭和46年 3月）に

よる。また各遺跡の発掘区の位置図の原図は、各事業地区の現況計画平

面図 (1:1000)による。なお、遺構実測図等の方位は磁北を用いた。

6. 本書の作成の分担はつぎによる。また本文中の県文化財調査員等の所

属は、調在当時のものである。

前言・ 仲垣内遺跡・赤垣内遺跡 小玉道明

月よべ遺跡 小玉道明長谷川博

小ばし遺跡・野垣内遺跡 下村登良男

山ノ川遺跡・波岸台遺跡 谷本鋭次

7. スキャニングによるデーター取り込みのため、若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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ー 遺跡分布調査

この数年来、三璽県農林水産部による県営圃場整備事業の実施にともない、現状保存の困難に

なった遺跡について、それぞれ事前の発掘調査がすすめられてきた。 しかしその際にそれらの遺

跡を全面発掘するのではなく、発掘調査を必要とする箇所は、鈴鹿市上箕田遺跡（昭和43年度・
(1) 

45年度）のように、新設の排水路工事等により掘り下げられることにより遺跡の消減する部分だ

けにとどめてきた。また遺跡範囲内における地盤の切り下げを行なう「表土あつかい」によるエ
(2) 

法については、四日市市西坂部町落河原遺跡のように可能な限り避けるか、もしくは他地域から
(3) 

耕土を搬入して覆土するか、あるいは、一志郡三雲村中ノ庄遺跡（昭和46年度）のように、 「畑

寄せ」によってそのまま畑地にすることによりできるだけ保存される範囲を広げるとか、場合に
(4) 

よっては、阿山郡大山田村大字中村辻堂古墳（昭和47年度）のように、「地区除外」するなどの、

工法及び部分的な設計を変更することにより、発掘調査を必要とする範囲を最少限にするように

つとめてきた。 こうした方針は、三重県農林水産部耕地課と三重県教育委員会文化課との了解事

項として双方において確認されてきたものである。

昭和48年度の県営圃場整備事業の実施にあたっても、年度当初の昭和48年 5月15日、県農林水

産部長から県教育委員会委貝長宛に、 「県営圃場整備事業地区内の埋蔵文化財について」 として、

事業実施予定地区の埋蔵文化財の保護と事業実施の円滑を期するための予備調企の依頼をうけた。

これにもとづぎ、各事業地区の遺跡の有無と現況について踏査をすることに至った。

この遺跡分布調在は、昭和48年度の圃場整備事業実施予定地区に関係する各教育事務所か主体

となり、 7月上旬から 9月上旬にかけて各耕地事務所の事業地区毎に、県文化財調査貝に依頼し

てすすめられた。当然のことなから調査地域の大半を占める水田は、遺跡分布調査着手時におい

て作付けされた水稲がすでに成長していて、立入りも不可能に近く、主として畑地についての踏

在にとどまった。

調査の結果、 これまでの遺跡分布調査により周知となっている桑名郡多度町大字御衣野の星鳥

遺跡他数件以外に、新に多数の古墳時代後期以降の遺物散布地か知られた。 これらは各時代の土

器片の散布密度に差かみとめられる程度で、詳細な状況は不明のものばかりである。 こうした結

果は各教育事務所を通して県文化課において集約し、昭和48年 9月22日、 「県営圃場整備事業地

内の埋蔵文化財の分布調在結果について」として県教育長から県農林水産部長宛に回答するとと

もに、 (1)埋蔵文化財をできるかぎり現状のまま保存するよう考慮すること、 (2)土器• 石器等の文

化財か散布する箇所については、試掘調査を実施し、埋蔵される遺構の有無を確認することを依

頼した。
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事業地区別遺跡分布調査概況

事務所
ー・,.

教育耕地
事業地区 面積(ha）調在員 遺 跡 概 況 調介日

桑
多 度 52.4 伊東春夫 多度町御衣野、星取遺跡 土師器• 山茶椀等破片散布 7月8日

名

北 孤" 野 59. 5 片岡雅章 （菰野町吉沢） 7月12・15日

四
県 99.9 森逸郎 高角町西瀬古• 東瀬古 須恵器片少量散布 7月18B 

北野町 古沢堺の塚（径2m、高1m) 7月14日
B 

江村町 土師器・常滑等破片少贔散布 I/ 

勢
市

（上海老町・下海名町） なし 7月15日

鈴 鹿 47.2 （箕田町）

安濃川左岸 35.8 （安晨町）

中 三雲南部 101.8 岩出直衛 三丁村上之叶：、文珠遺跡 土器片散布

101.7 /I 、止冊占中遺跡 II 

II 小金、大蓮寺跡 土師器片散布
津

松阪市美濃田 土器片散布

勢 娼 野 72.2 岩田直衛 始野町須賀、松葉遺跡 土帥片散布

II II 古閉状のものあリ、土師片散布

II II 古培状のものあり

下御糸 190.0 世占且守 明和町中村 土師器）＼＾• 土綽多数散布

松 // 内座 :l師器）＼多数散布

松 ／， 養川 土師器片散布

ii 北藤原 II 

II 川尻 II 

阪

阪 多 気 26.0 奥義次 多気町東池上'f'.池尻 土帥器・須息器）＼多数散布

II II 字坂倉 土師器片少鼠散布

外城田 130.1 開義次 多気町森荘字川浦 石f族・フレイク・士器片多数散布

II 笠木'f'.ユヅチ 土帥器• 土錘少最散布

土城町東原 チャートフレイク微櫨散布

II ク阻/"『4ヽ｛よし 土師器片微量散布

南
伊

// 野篠字亦坦内 7レイク・土師器・須恵器片少量散布

II I/ 字仲垣内 7レイク・土帥器・弥生土器片散布
勢

志 玉城第2期 93.0 西村忠之 伊勢由上地町『野垣内 土師器片• 須恵器片・山茶椀片多量散布 7月28・31日

勢 II II 字豆塚 土師器細片微少散布 II 

摩
II 中久保・湯田町 土師器片数片散布 II 

(II 六軒屋・十軒屋） II /I 

御 薗 40.0 酉村忠之 御薗町高向• 上長屋 土帥器細片• 土錘1個 7月26・27日

L 
上野西部 144.0 森川桜男 上野市東出 ゴロ塚（径7m、高1.5m) 7月8日

西鴫覚 II 百廿l 中村遺跡隣接地 II 

＂ ＂ 弥生土器・土師器片散布 II 
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上野南部 34.5 森川桜男 上野市摺見 横穴式石室の石材集積 7月8日

西嶋覚 石神塚古墳・将軍塚古墳 II 

上 土師器・須恵器・瓦器片少量散布 II 

L 

55.3 水日昌也 名脹市中村 II 須恵器片

（名張市小波田） 7月8B 

7月10・14・15日

UI 点t~

岡本武相

II 試掘調査

試掘調在の実施については、昭和48年10月、県文化課、県耕地課及び各耕地事務所担当係によ
(5) 

る全体打ち令せ会を［開催し、それぞれ「調在計画書」にしたかって行なうこととした。とくにこ

の調査は、関係者の現地立合いにより、工事計画との整合を主眼に試掘個所をきめ、試掘作業は

各地区担当の三重県文化財調査貝、あるいは関係市町教育委貝会文化財担当係の指尊により行な

った。この際の試掘作業員の配罹には、地元土地改良区および関係地元区長各位の協力を受けた。

多度地区の多度町大字御衣野、星鳥造跡については、桑名高校教諭伊東春夫氏の指導により、

昭和48年10月11日から11月4日の間において試掘調介か実施された。東西約90m、東北約30mの

範囲の水田に 9か所:,''Jぶ掘坑を設定して行なわれた。試掘坑のうちには原さ30cm-40cmの山茶椀

片を主とした包含層も認められたか、遺物かまとまって出上する所はなく、本調ftに至らなかっ

た。またこの試樹調任によって出土した、山茶椀• 土師器Jill• 同甕・；常滑焼仇の破片は一括して、

逍跡の隣接地の I胃薙神社において保管された。

県地区のVLJ日市巾iL村町・北野町にわたる竹谷）![;{〗'.の畑地部分においては、少量の極めて薄

い土師器｝『• 山茶椀片か散兄されたため、三重小学校教諭森逸郎氏の指導により、 12月1日-3

日に試掘調介か実施された。調在の結呆は赤土の地山上に黒色土か覆われているたけで遺構・遺

物ともにみとめられなかった。この試掘調在の実施灯法については、県耕地課、四日市耕地事務

所・地Jじ改良区、県文化諜との協議により、三爪県知事と三重県文化財連盟会長との委託契約に

よって実施することになったものである。

また県地区の遺跡分布調査の際には認められなかったか、四日市市寺}j町字井沢の水田におけ

る「表士扱い」のエ4,:中に、 11月上旬、新に遺尻か発見された。その範囲は、両場繁備事業の水

田の新しい一区圃にあたる30mX 100mで、表土の除去された地山面に土坑、溝址か涵出し、時

期の判別しかたい」訓i器片か出土したのである。その保護について、県文化課、県耕地課、四日

市耕地'fャ務所、北勢教育事務所、四日市市教育委員会杜会教育課、地元土地改良区において協議

した結果、当初はさらに地盤を切り下げる計画のため遺跡の現状保存か困難で本調在の実施か必
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仲垣内• 月よべ• 赤垣内・小ばし各遺跡試掘拡の概況

遺跡 地点
深さ

遺構 出 土 品 遺跡 地点
深さ

遺構 出 土 品cm cm 

1 30 赤 1 40 土師器

仲 2 20 2 30 土師器
垣

3 30 上師器 3 70 石包丁• 土師器・須恵器

垣 4 40 柱 ,,., 八 土師器・山茶椀 内 4 20 

5 70 土錘 小 1 50 土師器・山茶椀

内
6 70 ば 2 50 II 

＂ 
7 30 竪穴住居址 土器片 し 3 50 II II 

月よベ 1 40 方形周溝 土師器 （註）深さは、地表から地山面まで。

要とされたが、再度検討され、当初計画より覆土を厚く盛り、仕上り地盤を高くすることにより

調査を実施せずに保存されることになった。

三雲南部地区及び嬉野地区の遺跡及び古墳状のものについては、 11月上旬に津高校教諭岩田直

衛氏、下御糸地区の遺物散布地については、 10月下旬に松阪市大河内小学校教諭世古且守氏の指

導により、それぞれ試掘調査が実施された。これらはいずれも地表においてはかなりの上器片の

散布の認められるものであったか、試掘調査によれば、遺物包含層も遺構も認められなかった。

多気地区については、多気町教育委員会小林克巳氏の指導により 10月29日・ 30日に試掘調査が

実施された。多気町大字東池上、池の尻遺跡については少鼠の上器片か出土しただけであったか、

同坂倉遺跡においては、室町時代の土師器片、山茶椀片か出土し、溝址、小穴も検出され、本調

査の必要か認められた。松阪耕地事務所及び地元土地改良区等との協議により、昭和49年度にお

いて本調査を実施することになった。

外城田地区においては、多気町大字森荘、川浦遺跡は柿園であって、地区除外の方向で遺跡の

現状保存が検討されることになり、試掘調査対象地からはずすに至った。またその他の遺物散布

地については、県文化課及び玉城町教育委員会係貝の立合いのもとに、地西土地改良区職員等に

より試掘調査が実施された。そのうちでも特に玉城町大字矢野の小ばし遺跡、大字野篠の赤垣内

遺跡、同月よべ遺跡、同仲垣内遺跡は、伊勢市厚生中学校教頭西村忠之氏の指導により、 11月5

日、 6日に試掘調査か行なわれ、それぞれ各遺跡ともにかなりの量の遺物か出土したため本調査

するに至った。

玉城第 2期地区については、伊勢市上地町字野垣内及び豆塚を前記西村忠之氏の指導により、

10月23日、 24日に試掘調杏か行なわれた。試掘箇所は、遺物散布地をはぱ南北に横断することに

なる幹線排水路計画敷約450m と、これにはぱ直交する小排小路計画敷約200m について20m間

隔で lmX2mの試掘拡を33か所設定し、さらに工事による削平の予想される箇所に試掘拡を 2

か所設定した。その結果、幹線排水路計画地でも南半の試掘拡のはとんどから弥生時代後期上器

片を主とした遺物か出土し、さらには柱穴及び炉址等の遺構が検出され、削平予定地の試掘琺か
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野垣内遺跡試掘拡の概況

地点
深さ

遺構 出 土 品 地点
深さ

遺跡 出 土 ロ

cm cm 
n日

6 25 96 30 

11 40 柱穴2 弥生土器・土師器・緑釉掏器・山茶椀 101 30 

16 50 II, 弥生土器・土師器・山茶椀 106 30 

21 100 柱穴1 弥生土器・須恵器・土師器・山茶椀 111 30 

26 50 弥生土器 B 50 土師器

31 40 石器・土師器 C 90 溝址 土師器・山茶椀

36 50 炉址 弥生土器 D 110 土師器

41 40 石組 土師器 E 130 弥生土器

46 50 弥生土器 F 120 石器・弥生土器

51 40 弥生土器 G 70 山茶椀

56 50 H 20 

61 60 I 10 

66 50 J 20 

71 30 K 30 溝址 土師器・須恵器

76 30 L 20 土師器

81 30 X 50 石組 宋銭6. 土師器

86 30 y. 40 土坑 白磁• 弥生土器・土師器・山茶椀

91 40 土師器 （註）アラビア数字；幹線排水路 ローマ字；支線排水路 X・Y; 
その他

らは宋銭及び完型の宋磁椀が出土するなど、本調査の必要か明らかになった。

御薗地区は、事業地域の未決定、上野西部・同南部地区は事業実施の繰越しにより、試掘調査

は実施されなかった。

II 本調査の実施

試掘調査を実施した27件の遺跡のうち、本調査は遺構・遺物とともに確認され、しかも地盤の

切り下げ及び排水路の新設等の工事計画の変更の困難な外城田地区及び玉城第 2期地区の 4か所

の遺跡について実施した。調査の経費負担方法については、県耕地課と県文化課において協議し

た結果、県農林水産部が負担することになり、さらに三重県知事と三重県文化財連盟会長とにお

ける委託契約によって実施することにして、 12月9日契約を締結した。そのため発掘調査は三重

県文化財連盟を調査主体とし、県文化課係貝を調査担当者に、県文化財調在員を調査貝にあてて

すすめることになった。この現地発掘調査はもっとも発掘を必要とする面積か広く、しかも工事

着手の急かれた伊勢市上地町野垣内遺跡を12月25日から実施し、続いて度会郡玉城町野篠、仲垣

内遺跡・月よべ遺跡・赤垣内遺跡、同町矢野、小ばし遺跡を、昭和49年 1月11日から 2月21日ま

5 



で実施した。

このうち野垣内遺跡の発掘調在においては、幹線排水路計画地のうちから予想外に遺構及び遺

物か多く検出され、調査当初計画地の北側へ輻10m、長さ30mについて追加調在し、 1月19日に

発掘作業を終了した。また仲坦内遺跡については、狭い範囲の本調奔ではあったか、かなり密度

の高い遺構か地表下20cmから30cmの浅い所に判没していることか判明した。そのためもし圃場整

備工事か当初計画通り実施されれは、未調査地域に埋没の予想される遺構の破壊をもたらすこと

になる。したがってそれらについて事前調査が必要となり、相当期間を要することになるので、

関係者において再度検討し、極力表土の移動をさける「山なり恵各地」をすることにより、遺跡の

保護につとめることになった。

調在の実施に際しては、三重県農林水産部伊勢耕地事務所、宮川左岸第二土地改良区、城西土

地改良区の全面的な協力をはしめ、伊勢市教育委員会、 E城町教育委員会、伊勢市上地地区、玉

城町野篠• 矢野地区各位の参加を得た。また明和町教育委貝会青木進氏には、ひとかどならぬご

援助を得た。それぞれ記して謝意を表したい。なお調査担当者及び参加者の所属は、調査当時の

ものである。

遺跡の位置（国土地理院「国束山」 「伊勢」 I: 2.5万）

I. 仲垣内遺跡 2月よべ遺跡 3. 赤垣内遺跡 4. 小ばし遺跡 5. 野垣内遺跡
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発掘調査参加者一覧表

遺跡名 調査期間 調査担当者 調 杏 参 加 者

仲垣内 49. 1. 11 二重県教育委員会 三重大学歴史研究会原始古代史部会 長谷川博• 松岡均・村田照久• 倉田直純・

月よベ -49. 2. 21 文化課 小玉道明 芦部公一

赤垣内 県立松阪商業高校教諭奥義次•玉城町教育委員会岩崎澄雄• 同辻村修一

小ばし 49. 2. 4 三重県教育委員会 三重大学歴史研究会 長谷川博、玉城町教育委員会辻村修一

-49. 2. 12 文化課下村登良男

野垣内 48. 12. 25 二重県教育委員会 伊勢市厚生中学校教頭 西村忠之• 同教諭 加藤茂、度会町内城田中学校教諭

-49. 1. 19 文化課下村登良男 中西健

N 山ノ川遺跡・波岸台遺跡の調査

上野市下ノ庄、山の川遺跡は従来まったく知られていなかった遺跡である。昭和47年度当初の

県営圃場整備事業に伴う事前の埋蔵文化財の確認において、水田中に少醤の土師器片の散布を見

たのみであった。このため、工事中の発見の可能性も考えられたために、一応、工事立会を行な

うことで、農林水産部と話合いかついていた。

そこで、遺跡であろうと当初予想していた個所について工事立会を実施したか、遺物の出土は

全く見られなかった。ところか、昭和48年 1月、上野市教育委貝会から、工事現場において土器

片か多数出土しているとの連絡をうけた。そこで、県および市教育委員会、上野耕地事務所との

三者で現場を確認したところ、現場は山の川の改修工事に伴って、仮排水路を重機によって掘削

した個所で、当初遺跡と予想していた場所から約500m程上流であり、周辺には多数の弥生土器

片か散乱していた。耕地事務所と協議をしたところ、計画水路部分について急拠発掘調査を実施

することとなった。そして、遺跡を河川の名称にちなみ、 「山の川遺跡」と呼ぶこととした。

一方、波岸台遺跡は事前の分布調査によって土師器片の散布か認められ、遺跡と判明した個

所である。当初の圃場整備計画では削平されることになっており、計画の実施に先立ち発掘調査

を行なわなくてはならない状況であった。そこで、まず遺跡の状況を把握するため、試掘調査を

実施することとした。試掘調査は昭和47年12月、 2m四方のグリソドを11か所設定して行なった。

その結果、波岸台遺跡は約3000面の範囲におよぶものであることか判明した。そこで、再び上野

耕地事務所と協議を重ね、当初の計画を変更し、この遺跡の部分は削平することをやめ、現状保

存されることとなった。これら両遺跡の発掘調査は三重県教育委員会か主体となり、森川桜男、

西島覚両氏の全面的な協力を得て実施した。調査に際しては上野市教育委員会、上野耕地事務所

には種々ご配慮を頂いた。記して謝意を表したい。
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註

(1) 仲見秀雄・『f田幸成・大場範久『上箕田 弥生遺跡第 2次調在報告』 鈴鹿由教育委員会・上箕田遺跡調介

会 1970 谷本鋭次『1:.箕田追跡調介報告』 三軍県教宥委員会 1971 

(2) 谷本鋭次「四日市市西坂部町・洛河原遺跡」 『昭和47年度県営圃場坪備¥業地域埋蔵文化財発掘調代報告』

三重県教育委員会 1973 

(3) 谷本鋭次『中ノ庄逍跡発掘調任報告』 三重県教育委員会 1973 

(4) 森Ill桜男他『辻堂古培発掘調在報告』 大山田村教育委貝会 1973 

(5) 県営圃場杷備事業地区埋蔵文化財調禿計画書

1. 目的

県営圃場整備弔業により、現状変更をうける坪蔵文化財について、市前に予備発掘調介を行ない、その規校

性格等を明らかにし、文化財保護の徹底をはかる。

2. 調査主体、調介担当者

関係教育巾務所、各県文化財調査員

3. 調在の方法

(1)遺跡分布調企により判明した遺跡について、別紙付図の地点を発掘する。

(2)発掘個所は、次の地点を行なう。

①用排水路、新設農道

※ 

②表土を30cm以上移動する場合、削平する個所（※約30cm前後とする）

(3)発掘坑は原則として、 20m間隔、 1か所か 2mX4mとし、地山まて掘り下ける。とくに掘り方の断面は、

ていねいに削り、土層の観察をI・分に行なうこと。

(4)出土品は発掘坑毎に収納すること。

4. 調径結果の処理

(1)調在担当者は、別紙（省略）の項目にしたかい調介結果をまとめる。

(2)本調介の要、不要は、教育ホ務所、調企打当者（文化財調住員）、県文化課、耕地課、耕地事務所等の現地

立会により決める。

5. 調査竹等

調在伐は県農林水産部の負いとし、作業貝の配凶についても名慮すること。

6. その他（省略）
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度会郡玉城町仲垣内遺跡

ー 位 置

仲垣内遺跡は外城田川とその支流の三郷川にはさまれて、東西につづ〈蚊野丘陵地の束端の畑

地にある。行政的には度会郡玉城町大字野篠字仲垣内に属している。遺跡のあるこの丘陵東端部

は標高約28mで比較的なだらかな起伏をしめし、束側と南側の縁辺部は小槌状をなし、それぞれ

水田面との比高は約 5mである。遺跡所在地の南麓は、三郷川の谷底平地となって、南西方向の

矢野あるいは梢良へ細長〈水田が入りこんでいる。北側は本流の外城田川のかなり広い氾濫平地

が束西に続いている。調査済手時においては、町道と東側及び南側の水田との間の北束から南西

に細長い111som前後、長さ約 350mの畑地の全域に、各時代の土器片が散在し、相当広範囲な遺

跡が想定された。今回、合わせて調査した南西 150mほど離れた月よべ遺跡もこの仲垣内遺跡と

ともに一体となった逍跡と思われる。

この迎跡の知られたのは比較的新しく 、昭和30年代の町道改良工事の時、道路側溝の掘り下げ

によリ弥生土器が出土したこと、あるいは、逍跡の南麓の通称 r拡前」の水田の床下げによ って

土師器が多数発見されたことなどによ ってである。またさらには、今回の圃場緊備事業を原因と

した昭和48年11月の試掘調査によ って多数の土師器片が発見され、辿跡であることがはっきりし

たのである。

II 遺 構

調在は、遺跡の北半において計画された東西方向の排水路部分については巾 2m、長さ30m、

及びrti4 m、長さ22mの範囲を、また南北方向の排水路とJ塁道部分については巾 4m、長さ64m 

2
 

遺跡の遠景 （南から）
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遺跡地形図 (1 : 3000) 
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遺構実測図 (1 : 200) 
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の範囲について行ない、多数の遺構と遺物を検出した。東丙方向の排水路部分でも内半では、地

山面までかかなり深く 60cm-1 mに及んた。遺物蝕含層は厚さ40cmはどであるか、出上した大半

の土器は小片で、弥生時代以降各時代のものか混介していた。

とくに多数の逍構か検出されたのは南北方向の排水路及び農道となる部分で、地t<下約15cm-

20cmの浅い所で固い地山面となり、賢穴住居址、掘立柱建物址、土鉱などか検出された。これら

は北から南へゆるやかに傾斜する所にあり、その高低差は 2mはどとなっている。

1 . 弥生時代の遺構

(1) 腎穴住居足

S81 発樹区の南端において地表下10c叫こ検出された力形の竪穴住居址。仝体に傾余］地に

つ〈られたため、床面の大半か流出したのか、周溝も北束辺と北閲だけかみとめられ、全体の見

校も不明。北限の径70cm、深さ30cmの小穴か主柱穴の一つと息われる。出土品は弥生土器の糸Ill片

だけで、時期も明確でな I,,¥。

5B2 発掘区のもっとも北端において地表下20cm前後に埋まっていた。すでに L面か畑耕

作による削平あるいは流出したのか、竪穴fl:居としての掘り方もなく、住屈の内側と外側とかは

とんど平印で、周溝による区画と、床面上の黒褐色のうすい遺物包含層によって住居と確認した

もの。西半は未掘。南辺には径60cmX 80cm、深さ40cmの平面か方形にちかいlt『蔵穴かある。その

内部と周囲から壺 1個体分の破）『か出土した。

S89 はは全体の形状のわかる方形のもの。翌穴の深さは、斜面の!・.方にあたる北東部で

は約lOcm-15暉はどであるか、南西部では住居の内外は全く、ド」工周溝は巾40cm-50cm、深さ 5

cmはどで、他の腎穴住居に比へ広いか、数個所においては、二重になっていて、はとんど重複し

た建粋えを息わせる。主村穴は北西隅にあたるものは未掘であるか、他は径20cm削後、深さ40cm

前後のものである。炉址は不明。

(2) 土坑

SK4 発掘区の北瑞にあり、弥生時代前期の壺、甕片か出土していて、この仲虹内追跡で

はもっと古い時期の逍構てある。径 2mX3.2m、深さ30cmの平面か隅丸の長方形にちかい。底

面Hiiiとんど平Jf!_0

2 . 古墳時代の遺構

(1) 竪穴住居址

S85 占墳時代後期の土帥器か、山茶椀など他の時期の土器と混hしていて、この時期の

12 
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発掘区全景（北から）
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SB 10 (北t力‘ら）

SB 10 (南から）
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住居址とは断定しがたいものである。竪穴の掘り方としては、深さ20cmはどある。南辺は畑の境

溝と重複していて不明。

S88 北東辺の周溝と主柱穴の内の北側 2個が検出された。南半は弥生時代後期の SB9

竪穴住居址と重複していて、明確に検出されなかった。竪穴としての掘り方は深さ 15cmほどで浅

く、周溝は巾25cm、深さ 6cm前後である。主柱穴は径30cm、深さ40cmはどのものである。北東辺

の中央にはかまど址と思われる焼士面かわずかにのこっていた。

5B12•13 発掘区でも傾斜地の下方にあたる南端近くにおいて、はとんど重複してつくら

れている。それぞれ竪穴内の埋土の状況からは、 SB13竪穴住居を、地山の同質の赤褐色の粘質

土で埋めこみ、 SB12竪穴住居の床面をつくっていることがみとめられた。 SB12竪穴住居は、

掘り方が15cm-20c叫iどあるが、周溝はつくられていない。 SB13竪穴住居では周溝が巾25cm前

後、深さ 20cm前後で、かなり深く掘りこまれている。竪穴内の北寄りには巾1.2m、長さ 1.7m、

深さ20cmの、また南西寄りには貯蔵穴を思わせる巾1.9m、長さ 1.7m以上、深さ30cmの土砿かある。

それぞれ土器片か少量出土している。また床面上には小穴がいくつか検出されたか、そのうち、

S B13竪穴住居の東辺内側沿いの径20cm前後、深さ 50cmのものは、その位罹から SB12竪穴住居

の主柱穴と思われる。 SB13竪穴住居の主柱穴は明らかでない。

3 . 平安時代の遺構

(1) 揺立柱建物址

S83 桁行 1間、梁行2間分が検出された。東側では妻の部分か検出されているので、 3

X2間の東西棟と思われるか西半は未掘。柱掘り方は径30cm前後、深さ 40cm前後で、あまり大型

ではないが、比較的深い。柱間は桁行、梁行とも 2m程で、完数尺にすれば7尺等間のものとい

える。東入側柱穴内には土師器片が多数埋まっていた。

竪穴住居址・掘立柱建物址の規模（ ）は推定

名 称
東

規

西 南

模(m)

北
深 さ(cm) 南北軸

s B 1 N 40°w 

s B 2 N 11°w 

s B ， 4.6 - 5.2 4.4 - 4.8 10 15 N 2°W 

s B 5 (6.5) 20 N 40°E 

s B 8 (5.0) 15 N 37°W 

s B 12 15 ―一 20 N 8°E 

s B 13 (4.8) N 8°E 

s B 3 (6.0) 4.0 1/ N 57°W 

s B 10 4.2 9.6 N 62°w 
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S BIO 桁行、梁行ともに 2間の平面方形の身舎に北と南に 1間分の廂をそなえたもの。柱

間は桁行か2.lmで7尺、梁行か身舎、廂とも 1.9mで 6尺か考えられる。村掘り方は身舎、廂と

も径40cm-50cm、深さ35cm-40cmではとんど同じである。

III 遺 物

弥生時代、古墳時代、平安時代、鎌倉時代の各時代の土器か出土している。それぞれ遺構に坪

っていたものの他、耕土下のうすい遺物包含層に混在していたものか多い。土器の遺存状態は悪

く、器表か全く剥洛するものか大半をしめる。

1 • 弥生時代の土器

1-5 SK3土琺に埋まっていた罰期終末と考えられる壺、蓋、甕の破片である。いすれ

も器表は赤褐色をしめし、胎土には砂粒を多く含んでいる。器表は闘落しているものか多いか、

比較的ヘラ研磨などにより、ていねいに仕上げられている。

6-8はSB1竪穴住居出土の壺の破片でSB9竪穴住居出土の 9-10とともに後期のもので

ある。壺 6は口緑部の嬬面には 3条の沈線、内面に 2列のヘラ揺ぎ文をつけている。肩部に櫛拙

苔の横線文と波状文をつけたり[ti]部の破片も出土している。高杯10は脚部の破片で櫛拙苔の沈線と

千烏足風に一段 3方すつ二段の円孔をつけている。

2 . 古墳時代の土器

(1) 土師器

須恵器を伴出しない SB8竪穴住居出土の椀11・13、甕18-19と、須恵器杯24-25とともに S

B13竪穴住居出土の椀14、高杯15-17、甕21、その他から出土した甕20・22、鉢23かある。

椀 (11-14) 径12cm前後、高さ5.5cm前後で、口緑部か

小さく外反したもの。器表ははとんど剥落していて調整は不

明だか、赤褐色の胎土は砂粒をほとんど含んでいない。

高杯 (15-17) 15は椀状の深い杯部で、底部と体部と

のさかいは段をしめす。脚部の形状は不明。 16・17は脚部で

ある。 16は杯部との接合部分か極めて厚く、この時期に一般

的にみられるものとは異なる。柱状部はたてにヘラ研磨され

て、不揃いな面をなす。 17は脚端部のみであるか、器壁は薄

16 

遺構別実測遺物対照表

遺 構 遺物番号

弥 SB2 6-8 
生 SB9 9・10 
時
代 SK4 1 -5 

+ ロ SB 5 2 
培 SBS 11・13・18・19 
l、『

代 SB 13 14~17·21·24·25 

平 SB 10 26・27・37 

安
SKK -114 5 I I I 228 9--3 I , —--· 

鎌倉 S 5・38 -40・3・44 

その他 12・20・23・36・41・42 
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〈、 一方に小さな円孔をそなえている 。いずれも胎土には砂粒がふくまれていない。

甕 (18-22) 18はS字状口縁をなし、台付のものである。屑部のハケ目はこまかい。19-

20はくの字に外反した口縁部のもの。全体の形状は不明。19の内面には輪積痕がみられる 。21は

径13.5cm、高さ15cmの丸底で、口頸部の短いもの。器表の調整は粗雑で、凹凸をのこす。22は端

部が小さくひき出されて立ちあがるもので、頸部の器壁は厚い。口緑の内面は横にあらいハケ目。

鉢 (23) 径19.5cm、高さ7.5cmの平底のもの。端部がひきだされてわずかに立ちあがる 。器

表が全〈剥落していて調整不明。

(2)須恵器

杯 (24-25) 肩で鋭い稜線をめぐらし体部が垂直の器。端部は小さな面をなし、わずかに

凹線状をなす。天井部はていねいにヘラ削り される 。これと対になる身の破片、頸部の太い述の

ロ縁部片なども出土 している 。

3. 平安時代の土器

(1)士師器

皿 A (26) 径15cm、高さ3.8cmの糸切り底のもの。内外ともよく調整され、胎土に砂粒を

ふくまないものである。

皿B (27-28) 径IScm-16.5cm、高さ2.Scm-3. 5cmの底部の広いもの。口縁部だけていね

12 出土遺物 (1: 2) 
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いに横なで仕上げされ、他の部分は凹凸をのこしたままである。

鍋 (37) ロ縁部か内側で段をなし肥厚したもの。口縁部は横なで仕上げされているが、肩

部以下は凹凸をのこす。肩部にはススか付着したままである。

(2)山茶椀• 山皿

山茶椀 (41-42) 41は口縁部を欠くが、内面はあつく灰釉がみられる。底部下面の糸切り

は41・42ともはとんど消されている。

山皿 (43-44) 高台付の43と、底部かやや厚くつくり出された44がある。いずれもていね

いに水引きされている。

4. 鎌倉時代の土器

(1)土師器

皿 (29-31) 径11.5cm -12cm、高さ2.5cm-2. 8cmの底面か広く、器壁の全く薄くつくられ

たもの。 D縁部のゆがみもひどく器表の凹凸のひどいもの。黄白色のものか多く胎土にはほとん

ど砂粒をふくまない。小皿とともに SBll・12竪穴住居址の埋土上層から大量にまとまって出上

している。

小皿 (32-35) 径 8cm前後、高さ 1.2cm前後のもの。皿と同様、器壁はきわめて薄く、口縁

部、体部ともゆがみかひどい。数10枚かまとまって出土している。 32-35は、口縁部の一方かや

やせばまり、片口風になっている。

含渦 (38-40) ロ縁部が内側で段をなして、肥厚するもので、 38のようにくの字にまかる鍋

Aと、 39のように頸部かたちあかる鍋Bに大別される。それぞれ胎上に砂粒を多くふくむ。 39-40

は口縁部までススがよく付着している。

N 結 五ロ―
――
-
R
 

仲垣内遺跡は、弥生時代崩期、同後期、古墳時代後期、平安時代後期等の各時期に断続的に営

まれた集落址である。遺跡の範囲としては約25,000面か考えられるか、その範囲内における各時

期毎の占地は明らかでない。

弥生時代前期では、小土坑 1基で、壺、甕などの土器片の出土にとどまる。これまでの調査で

は、南伊勢の主要河川である櫛田川流域以南での同時期の遺跡として、多気郡明和町・金剛坂遺

跡、同大字上村・神前山 1号墳所在地、同郡多気町・河田古墳群所在地、伊勢市磯町・大藪遺跡
(1) 

などか知られ、それぞれ少量の土器片が採取されている。いずれもその出土範囲はせまく、小規
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模な居住地の形成されていたことをあらわし、土器形式からは弥生時代前期でも新段階に位置づ

けられている。この仲垣内遺跡もそうした時期の小居住地であったということかできるとともに、

この外城田川流域では最も早い時期に稲作農業をはじめた地といえる。立地としては沖積地に接

した低丘陵地にあって、県内の他の遺跡と同様である。

弥生時代後期では、 3棟の竪穴住居址か検出されている。はぱ形状のわかるのは SB9住居址

だけであるが、一辺 5m以下の小形のもので竪穴としての掘り方も浅い。 4本の隅柱を主柱とし、

SBl・2では北辺の壁面に接して貯蔵穴と思われる小土坑をともなう。集落としての規校は明

らかでないが、遺跡の西側を縦断する町道の工事の際にも同時代の土器か出土していて、かなり

の規模が考えられる。出土品は土器片にとどまり、石器類はない。西隣の赤垣内遺跡では数点の

石器が発見されていて、この仲垣内遺跡でも石器の使用されていたことは考えられるか、極めて

少量であったにちかいない。

東方約 3km-4.5kmの宮川西岸の台地上には、度会郡玉城町の小杜遺跡、伊勢市上地町の中楽山
(2) 

遺跡、同、野垣内遺跡などいすれも範囲か数万げの弥生時代遺跡かある。これらからはかなり密

度高く住居址等の遺構か検出され、墳顛としての方形周溝址も検出されている。大規校な豊業村

落か形成されていたことをあらわしている。同じ宮川下流でもこれらの遺跡とは相対する束岸に

こうした大規模な遺跡か知られていないこととは極めて対照的である。仲垣内遺跡は外城田川流

域にあたり、流域は異にするか、宮川北岸地域では、もっとも西部に位置し、この地域での拠点

的な集落ともいえる。西隣りに月よべ遺跡とした方形周溝址群とともに、さらに西隣の赤垣内遺

跡をふくめて、これら同時代の有機的な遺跡であるとして、そうしたことか考えられる。

古墳時代後期では 3棟の竪穴住居趾かある。規模としては、弥生時代後期のものと同様、一辺

5m前後のもので、竪穴としての掘り方も浅い。 SB8では北辺の壁面寄りにかまど址をともな

っていて、この時代の住居の特徴をそなえる。出土上器からは 5世紀末から 6世紀初頭に位僅づ

けられる。

平安時代後期では、掘立柱建物証 2棟かある。それぞれの建物の棟方向ははとんど同じである

か、西に偏っている。 SBIO建物址は南北に長いもので、方形の身舎に北と南に廂をつけたもの

としたか、身舎、廂とも柱間も柱穴の大きさも同じで、更に未発掘の両側へもつづいて、総柱の

倉庫と考えられなくもない。西方の亦垣内遺跡の同時期のオ屈立柱建物群とともに、この時代の集

落を構成する一部と考えられる。

註

(1) ,'[水康大『iuJ田古坑群発掘調介報告』 I 多気町教育委員会 1974 

山沢義i't. 谷本鋭次『金剛坂遺跡発掘調介報告』 明和町教育委員会 1971 

下村登良男『神加山 1号瑣発掘調介報？；_』 明和!HJ教育委貝会 1973 

古水康夫「大数遺跡」 『南勢バイハス坪蔵文化財調介報告』 三弔県教ft委員会 1973 

(2) 下村登良男「中楽山遺跡」 『昭和47年度県営圃場整備巾業地域埋成文化財調査報告』 三{県教育委貝会 団乃
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度会郡玉城町月よべ遺跡

ー 位 置

月よべ遺跡は、北東約150mの仲垣内遺跡、南西約200mの赤垣内逍跡とともに、蚊野丘陵地の

東端のゆるやかな起伏を示す所にある。行政的には度会郡玉城町大字野篠字月よべに属し、現在

の野篠の集落の東隣りにあたる畑地である。標高は約28m前後で、南側は三郷川に沿った谷底平

地の水田に直面し、その比高は約 4m程となっている。 今回の発掘地は丁度、東、南、西の

各方向に対してゆるやかに傾斜しはじめる中央の高みにあたる。南側の水田に続く縁辺部は小崖

状をなし 、北東側の中垣内追跡との間は浅い低みになっており、 南西側の赤垣内迅跡との間も南

の水田からつづ〈広い低みがある。一方、西側は平坦地をひかえてしだいに傾斜を増しながら標高

40m前後の丘陵の原部に続いている。このように丘陵地の緑辺部ではあるが、この遺跡は周囲の

ゆるやかな起伏を示す地において、わずかなからも高まりを示す地につくられていることがわか

る。

周囲の畑地には小片ではあるが、土師器 ・ 須恵器 • 山茶椀の散布が少絨見られ、と〈に発掘地

の北側をわずかに切り通してつくられた町道の法面にも断面がU字状の溝址が観察され、迅跡と

してはなお広い範囲を占めることが考えられる。

II 遺 構

今回の調査は束西約24rn、南北約16mの狭いi屯囲にとどま ったが、弥生時代の方形周溝址3基、

鎌倉時代以降の井戸址 2基等が検出された。これらの遺構は発掘当初の地表下20cm-40cmの地山

13 遺跡の遠景（南から）
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面から検出されたか、ゆるやかな斜面の下方にあたる南側ではこの地山面とともにすでに自然流

出されたのか、あまり明確ではなかった。地山面は厚さ25cm前後の黒色土に覆われ、その浅い位

置から弥生時代から室町時代の土器片か見られ、遺構の多くは黒色土中から掘りこまれたものと

も考えられた。

方形周溝址 3基は狭い発掘区の全域に検出され、井戸址 2基は発掘区の北端において、約!Om

はど離れて北西ー南西方向に並んでいる。この他、径50cm前後、深さ30cm前後の小穴が各所にみ

られたがこれらの時期は明らでなく、また掘立柱建物址の一部を思わせる配置を示すものもある

か、確認するに至らなかった。

1 • 弥生時代の遺構

SXl 発掘区の南半中央を占めるものである。東、北、西の三辺は確認されたが、南辺は

丁度、現在の畑地界の溝と厘複し、しかも地山面か北辺より 40cm近く低くなっていてすでに流出、

あるいは攪乱されてしまったのか認められなかった。したかって周溝として全周するものかどう

か明らかでない。西辺は1.5mX3.0m前後、、深さ25cm前後の浅い土琺状のものと重複し、また

南西隅から SE4井戸に続く巾1.5m-2.0m、深さ20cm前後の溝址状のものと重複している。し

かし遺物もはとんどそれらからは出士せず、時期は明らかでない。また、北辺の南側はわずかに

<l) 

14 発掘区の位置 (1: 2000) (算用数字は試掘砿番号）
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方形周溝址の規模（規模は溝址の心々距離）

名 称
規 模 (m) 溝 址 (cm)

南北軸 出土遺物
東 西 南 北 巾 深 さ

S X 1 7.5 80-120 10-120 N 2°E 1~4 

SX2 80-120 15-30 N 5°W 5 

SX3 9.8 100-120 30-40 N 12°E 

低くなっているか、埋土は耕作上と類似していて、後世の削平によるものと思われる。周溝内か

らは遺物は出土していない。なお SX2・3も同様であるが、それぞれ内側の平坦面には封土の

築成及び築琺は認められなかった。

SX2 発掘区の西端において東辺と南辺が検出されたものである。北側は町道によって削

平され、西側は畑地か一段と低くなっていて西辺の残存は考えられず、全体の規模は明らかでな

い。底面の北端と西端との高低差は殆んど認められなかったが、北端においては現在の一段低い

町道の法面に対して掘り抜かられておらず、東辺は北端において途切れるものと思われる。周溝

の南東隅からはは完即の高杯 1個か出土している。

SX3 発掘区の北東部のもので、‘北半は町道によって削平され、束辺と西辺の一部及び南

辺が検出された。東辺の北端は風倒木によると思われる平面か半月型の土坑状のものによってf覺

乱されている。西辺と南辺の深さははとんどの部分が30cm前後であるか、南西隅は長さ 1.5mにわ

たり、また東嬬は長さ3.5mの部分か深さ45cm前後で、わずかではあるが深くなっている。また北

端と南端の底面の高低差か40⑳はどあり、地山の傾にしたかって周溝の掘りぬかれたことか認め

られる。南西隅は 3m程か掘りぬかれないままになっている。なお西辺の北端から東側にある S

E5井戸へ巾70⑳はどの浅い溝か続くか、これは埋土か耕作土状のもので後世のものである。遺

物は南辺の東端からはぱ完型の壺 3個、南西隅からも完型に近い壺 1個が出土している。また、

周溝に囲まれた内側の平士且地からは、高杯、甕等の破片が出土した。

2. 鎌倉時代の遺構

SE4 SX2方形周溝址の東辺と重複したものである。平面円形の素掘りのものであるか

底面まで掘っていない。直径は掘り方天端では2.4m前後であるか、それより I.Sm下ではせばま

って1.7m程となる。底へ向って少しすつ小さくなるものであろうか。遺物は土師器の細片の他は、

はとんど出土していない。

SE5 SX3の周溝の内側の平坦面に掘られている。掘り方天端では径 1.3mの平面が不

定形であるか、やや方形に近い素掘りのものである。この井戸址も 1.5m程まで掘り下げたにと

どまり、底面は不明である。遺物は出上していないか、埋土がSE4とほとんど同質で、同時代

のものと思われるか確かでない。
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（算用数字 1-5は、土器実測図遺物番号）

SK 6 SES井戸址の南側にある径1.5

m、深さ80cm程の平面が方形に近いものであ

る。埋土は地山の粘質赤褐色土との混在したも

のが下半分にあり、その上に黒色土が厚さ20

cm程層をなし、さらに上半分は地山と同質の

ものであった。遺物もなく時期は明らかでな

し、

゜

III 遺物

出土した遺物は、 SX2・3出土の弥生土

器をはじめ、 SX3方形周溝址の内側の平坦

面の黒色土中から出土した各種の弥生土器片

及び鎌倉• 室町時代の山茶椀• 土師器皿・同

鍋等の破片がある。出土鼠は極めて少なく、

また小片が多い。

1 • 弥生時代の土器

壺 (1-4) すべて SX2方形周溝

址の溝内から出土したもので、 1-3はその

南辺の溝址の東端部において一括で、 4は、

南西隅から 1点だけで出土したものである。

1は、口縁部が欠損した現存高27.5cm、胴部

最大径31.2cmの頸部が細＜、胴部のよく張っ

た平底のものである。頸部から胴部の上半部

に全面施文されている。上方から 4段と 6段

目は簾状文、 5段目は櫛描き横線文、 7、8

9段目は櫛描き波状文が施されてい忍。部分

的には上下の段が重複しているが、 14条を単

位とした同一の櫛歯によるものと考えられる。

25 



胴部下半は横方向にこまか〈ヘラ研磨されているが、器表は平滑にされず、こまかい小穴状のも

のが残る。器表は賀褐色を呈し、部分的に風化し剥落しているところもある。また胴部の中程と

底部近くに黒斑がある。内面はよくなで調整され、器壁は 5mm前後でやや薄い。なお底部中央は

厚さ2.5cm程で、よく肥厚している。

2も口縁部が欠損していて、現存高18cm、同部最大径19.5cmの胴張りの強い平底の小刑のもの

である。頸部から胴部上半は全而に施文されている。上から孤状のI玉痕文、櫛描き横線文、孤状

圧痕文、櫛描き簾状文などで、その継ぎでは施文の末端か右から下方に曲がり、施文方向として

16 

17 

発掘区全景（南から）

発掘区全景（北から）
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右廻りであることを示す。櫛歯の単位は明確ではないが8条前後のもので、最下段の横線文はそ

れを重複させ、巾広い文様帯となっている。胴部下半は横方向にヘラ研磨されているが、 1と同

様よ＜平滑にされず、小穴状の凹凸が各所に残る。器表は風化し剥落しているところが多い。黄

褐色の器表の所々には黒斑がある。内面はなで調整される。胎土には 1と同様に細砂粒を含む。

3は、口径15cm、高27.6cmのよく外反した口縁部に胴張りのある平底のもの。器表は黄褐色で、

剥落がひどく、調整、施文ともによく判別しがたいところもあるが、口頸から肩部はたてにこま

かいハケ目、胴部から底部はたてにあらいハケ目で調整される。肩部には上下方向に11条単位の

櫛描き波状文か 3列施されている。内面はナデ調整されているがていねいでなく凹凸がのこる。

桐部中はどには黒斑かあり、また内面は黒色を呈する。底部下面には木葉痕かある。胎土には砂

粒をふくむ。

4は、口径15.5cm、高31.5cmの外傾した比較的短い口緑部に、胴部が球形に近い張りを示す平

底のものである。器表は黄褐色で、剥落かひどく調整が明確でないか、頸部と胴部下半はたて方

向にヘラ削りされている。頸部の内側にはシボリ目かのこり、内面はナデ調整されるが凹凸があ

る。器表の各所に黒斑がある。胎上には細砂粒をふくむ。

高杯 (5-・6) 5は、 SX3の南東隅の溝内から出土したもの。径13.3cm、高さ 12.3cmの

外傾した体部の鉢型の杯部に比較的短い脚部をもつ。器表は黄褐色で、剥落がひどく、調整は明

らかでない。杯部内面下半と脚部内面は黒色である。胎土に細砂粒をふくむ。

6は、脚部の破片でSX2方形周溝址の内側平坦部から出土。器表は杯部との接合部ではたて

にハケ目調整、それより下方はヘラ研磨されている。内面上方にはシボリ目がのこり、下半はた

て方向にハケ目調整される。器表は赤褐色を呈し、胎土にははとんど砂粒を含まない。

甕 (7、9、10) いずれも断片で全体の形状は明らかでない。 SX2方形固溝址の内側平

坦面から出土。 7は、径42.5cmの大形のもの。下方に小さく折返えされた口縁部の端面には刻目

をほどこし、器表は斜めに、口縁部内面は横にいハケ目調整される。 9は、径27.5cmの小形のも

の。小さく立ち上る端面には櫛歯刺突文をめぐらす。 10は、 9のような口縁部をもつ甕の脚台部

であろう。器表は全体にナデ調整されている。

鉢 (8) 甕 7と色調、胎土、調整が同巧の径40.3cmの大形のもの。端面には刻目がはどこ

されていない。ハケ目調整以外の部分はナデ調整されるがていねいではない。

2 . 鎌倉時代の土器

山茶椀 (11) 口径16.5cm、高さ 5.8cmの比較的器壁が薄くひきだされ、高台付のもの。ロ

縁部外面には一部自然釉がみられる。底部下面には糸切り痕があり、高台はていねいにつけられ

ている。その下端部には籾痕はない。この時代の土器としてはこの他、上師器小皿、籾痕のある

低い高台底の山茶椀などの破片か出土している。

27 



鸞`

,̀ 
)
 

＼
 

＼
 

＼
＼
 

＼
 

…、4 rg 

へ'°
ロ

10 20cm 

18 土器実測図 (1: 4) 
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19 弥生土器 (1 : 3 右下 1: 2) 
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月よべ遺跡は、弥生時代では方形周溝を主体とした墓域、鎌倉時代では建物址は確認されなか

ったが井戸があって、集落の一部であったと考えられる。

方形周溝址は、全体の形状は既設道路による削平などにより明らかでないが、それぞれが接近

しているとはいえ、重複あるいは一辺の溝を共有するといったことはなく、独立しているもので

ある。 SX3方形周溝址か南東隅に周溝の掘り残し部分があるように、他の SXl・2方形周溝

址も一隅が掘り残されているものと思われる。これは県内の他の遺跡の方形周溝址と同様な形状

である。周溝に囲まれた内側においては、封土の築成及び墓拡は検出されなかったが、溝内に完

型に近い土器が埋罹されていて、方形周溝墓とみなすことのでぎるものである。

SX3 方形周溝址出土の土器は、胴部上半を櫛描簾状文• 横線文• 波状文等による装飾のある

ものと、無文のものかある。装飾のあるもので挿図18の1・2は、口縁部が欠損していて全体の

形状か明らかでないか、畿内第N様式の特徴を十分そなえるものである。その他同図 3の土器は、

伊勢市大藪遺跡SXl出土の壺とよく類似した櫛描きの施文であり、同図 4は多気郡明和町金剛

坂遺跡SX36出土の壺と形か全く類似している。これらは、それぞれ畿内第 V様式に比定されて

いるものである。したがって一括で同一溝内から出土したこれらの土器を、新しい要素を重視す

れば、弥生時代後期も初頭に位罹づけることができよう。またこれらの土器には底部穿孔はみら

れず、そのことも先の大藪遺跡・金剛坂遺跡の土器ともよく共通している。

SX2方形周溝址出土の土器は挿図18の5の高杯 1点だけである。これも畿内第V様式に比定

されるものであり、一方、 SXl方形周溝址は上器が出土していないために時期が決め難い。し

かし方形周溝址個々の形状からみて、同時期に築造されたものとすれば、それぞれの古新は明ら

かでないにしても、相前後して築造されたものと考えられる。

どのような歴史的事情においてこれらの方形周溝墓が築造されたのか明確に指摘できないが、

この月よべ遺跡が距離的、地形的には両隣りの仲垣内遺跡・赤垣内遺跡と一体化しているもので

あることは十分想定されることから、一集落内の墓域に相当するものと考えられる。その場合、

月よべ遺跡の発掘区の北側の町道法面に露出した溝址断面を方形周溝址の一部に見なすことがで

き、なお数基の築造を考えてことである。遺跡の規模か外城田川流域においては、かなりのもの

であり、この地域のいわば拠点的集落として位罹づけることが可能であり、そうした有力集落内

における周溝墓被葬者層の形式を想定したい。
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度会郡玉城町赤垣内遺跡

ー 位 置

赤垣内追跡は、北東へ約500mほどはなれた月よぺ造跡、仲垣内遺跡と同様、蚊野丘陵の南麓

にある。行政的には、玉城町大字野篠字赤垣内に属している。背後は標高38mのほとんど起伏の

少ない丘陵地となり、南側は水田として利用されている三郷川のせまい谷底平地が西方へつづ〈。

辿跡は、東側と西側が南の谷低平地から入りこむ谷状の浅い凹地にはさまれ、さらにその中央

部において、東西約80m、南北約30mほどが高まって水田に突き出た格好の畑地にある。標高は

27m前後で、水田面との比高は 3m-4mほどである。遺跡面は西から束へ傾斜していて、と〈

に西縁と南緑は小崖状をなしている。今回の調査は、こうした畑地のうちでも、試掘調査によっ

て逍物が多数発見された東部について行なったが、遺跡の範囲としては今回の圃場整備事業地外

の北側で、浅〈切り通した町道をこえて一段高さを増す畑地幣にも広がるものと思われる。

II 遺 構

束西約40m、南北約24mの範囲から、弥生時代後期、 古墳時代後期の竪穴住居址、土琺、溝址

平安時代後期の掘立柱建物址等が、所狭く重複して検出された。この他、大小の柱穴状のものが

多数みとめられたが、建物としてはまとめられなかった。

これらのうち竪穴住居址は発掘区の中央に密集してみられ、掘立柱建物址は、はぼ全域から検

出された。これらのほとんどは、現地表20cm-3Qcmの浅い所に埋まってお り、西半部では遺構か

博い表土である耕作土の下の固い通称「ガン」の第三紀層の岩盤状の地山に掘りこまれていた。

また崖に接する南側には、崖に沿って1111m、深さ 1m前後の溝状のものが重複している。出

20 遺跡の遠景（南から）
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土遺物もなく、時期も明らかでない。その埋土は比較的軟弱であった。

1 • 弥生時代の遺構

(1)竪穴住居址

S81・2 南辺の中央に径1.6mX1.3m、深さ60cmの方形にちかい貯蔵穴をそなえたもの。

竪穴住居としての掘り方は、南辺と西辺でははっきりしているが、北東部では、地山も下降して

いて流出したのか不明。周溝は巾25cm、深さ 5cm-10cmで浅く、東辺では 2条、西辺では 3条み

とめられるなど、建て替えを思わせる。主柱穴、炉址とも不明瞭。

S B 5• 6• 7 発掘区の中央において南北軸もはとんど同方向で、床面の大半か重複。そ

の前後関係を示す切り合いは確認できなかった。また出上遺物も、弥生後期土器と、古墳時代後

期土器でもとくに土師器等か混在していて、時期もぎめがたいものである。主柱穴、炉址とも明

らかでない。また竪穴住居としての掘り方も、 SBl・2竪穴住居と同様、南辺と西辺では明確

であるか、北辺、東辺では、みとめられなかった。

S88 ほとんど同方向で古墳時代後期の SB9竪穴住居と重複している。地山面がわずか

に西から東へ傾斜している場所につくられ、床面の東半は流出したのか、検出されなかった。ま

た、南辺は SB6竪穴住居の北辺と重複しているか、その前後は不明。固溝は巾20cm前後、深さ

6 cm前後。主柱穴、炉址とも明らかでない。

21 発掘区の位置 (1: 2000) 

32 



22 

23 

発掘区の全景 （東から）

発掘区の近景（西から）
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竪穴住居址の規模

名 称 東 規西

模 (cm)

南北
深さ (cm) 南北軸

S B 1 

S B 2 

S B 5 

S B 6 

S B 7 

S B 8 

S B 9 

I : : :: 

8

9

4

 

．

．

．

 

6

5

6

 

6.0 

4.2 

1

1

2

 

．

．

．

 

6

5

6

 

5

6

2

5

 

．

．

．

．

 

5

5

4

3

 

0

0

0

5

5

 

0
 
0
 
0
 
0
 

3

3

2

1

2

1

2

l

l

 

N 8°W 

＂ 
N 4°W 

Nll°W 

N~S 

N 4°W 

N 2°W 

N 16°E 

Nl3°W 

S 810 他の住居址にくらべ、ぎわめて小形のもので、南北軸の方向もかなり異っている。東

部は一段低い畑地により、すでに削平されていて、全体の規構も明らかでない。周溝は巾20cm、

深さ 5cm。北辺の西寄りには、巾20cm、深さ 5cmはどで、 3.5mはど南北につづき、北端でまかる

周溝状のものか重複して検出された。北側の SBllと同様、竪穴住居址の痕跡とも思われるが明

らかでなし‘。

S Bil 発掘区の北東隅で、巾20cm、深さ 5cmの周溝状のものか、はぱ南北に2.6mはど検

出された。この東側は後世の畑の境溝などで削平されていて明らかでないか、土器片（第33図

3、5、7、10)などが比較的多く出土し、住居址の北辺の固溝とした。

(2)掘立柱建物址

S B24 発掘区の南西隅から検出された 3間 (3.7m) X 2間 (3.lm)の小形のはぱ束西棟。

棟方向は N74°Eをしめす。平安時代後期のものと比べ全く小規投なもの。柱間は桁行が1.23m、

梁行か1.55mで梁行か広い。柱穴掘り方は径25-30cmで小さいか、深さは60cm前後で深い。北東

隅の柱穴から高杯（第33図13)が出土したこと、平安時代後期の掘立柱建物址とは形状が異るこ

となどから、この時代のものとした。高床式倉庫であろうか。

(3)溝址

5D18 SBI竪穴住居の南東隅から、 SB5・6・7竪穴住居の対角線上に南東側へつづく。

巾は40cm、深さ 10cmで、溝底も南東へ次第に傾斜している。溝の掘り方がSB5、6、7竪穴住

居址の埋土下にみとめられ、それらより先につくられたことか知られる。
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25 竪穴住居址・掘立柱建物址実測図 (1: 100) 

36 



2 • 古墳時代の遺構

(1)竪穴住居址

S89 一辺4.2mの方形の小形のもの。南北軸はN2°Wではとんど南北にちかい。弥生時

代後期の SB8竪穴住居址と全く重複している。周溝は巾20cm前後、深さ6cm前後。竪穴としての

深さは20cmほどあるが、床面は全体に西から東へ傾斜している。主柱穴、かまど址なども明らか

でない。西辺の周溝中からは土師器裔杯（第33図 25)か出土している。

この住居址の南側には、弥生時代後期の竪穴住居址とした SB5・6・7・10か重複して検出

されているか、このあたりの出土土器には古墳時代後期の須恵器、上師器片も混在している。し

たかってそれらの竪穴住居址のうちにはこの時期のものとすることのできるものがあるとも考え

られるか判別しかたい。

(2)土 琺

SK3 径4m X4.5m、深さ、40cmの平面か方形に近かいもの。底面は比較的平坦であるか、

北隅では径1.2mXI.Smの楕円形の部分かさらに10cmはど深くなっている。また、南辺の掘り方

の中央外側に接して巾 1m、深さ 10cmの浅い小土士広がある。埋土中に多量の焼土粒、炭片ととも

に土師器甕片かふくまれていた。

SK 13 発掘区の北東部の径1.Im X80cm、深さ20cmの平面長方形にちかい小形の浅いもの。

土師器小型丸底壺（第33図16)などがうまっていた。

SK 16 発掘区の南西隅の 1m XI.Sm、深さ40cmの南北に長い小土拡。土師器高杯（第33図

28)が出土している。

S K26 発掘区の南西部の径2.2m、深さ50cmのスリ鉢形のもので、南半は未掘、土師器裔杯

片か出上している。

この土琺の北東側から同時期の SK3土拡までの東西llm、南北lOmの範囲は、深さ40-60cm

はどで平面が不定形な凹地をなしている。部分的には径2mはどの土琺をなし各時期の土器片が

うまっていた。いくつかの土琺が重複して広い凹地状をなしたものとも思われる。

3 . 平安時代の遺構

(1)掘立柱建物址

SB 12 S B23掘立柱建物とともに発掘区の東端にあり、 3間X3間の平面か方形にちかい

建物。柱間は桁行2.2m、梁行2.lmで、ほぼ等間に近い。柱掘り方はいずれも径30cm-50cm、深

さ30cm前後で、あまり差はない。桁行方向も梁行方向も総柱となる、倉庫とも思われる。

S 814 遺跡のうちでも南端の崖寄りにつくられた 3間X3間の平面か方形に近い建物。桁
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26 

27 

発掘区西部（東から）

S85・6・7 (東から）
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28 発掘区東部（西から）

29 SB 8• 9 (南から）
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30 

31 

S81・2 (南から）

SB 5 • 7 • 14 (西から）
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掘立柱建物址の規模

柱間寸法 (m)
桔も枯~ (間］） 桁行 (m)名 称 梁行 (m) 棟方 向 備 考

桁 行 フ泣］、 行

SB 12 3 X 3 6.6 6.3 N66°W 2.2 2.1 倉哨（力）

S B14 3 X 3 6.3 6.3 N70°W 2 .1 2.1 ノ居 庫

S Bl7 3X2 6.3 4.2 N59°E 2.1 2.1 

SB 19 3X2 6.7 4.5 N54°W 2.23 2.25 間仕切り

S B20 3X2 6.2 4.2 N76°W 2.06 2.1 ＂ 
S B21 3X3 6.7 6.8 N79°W 2.23 2.25 ノ居 庫

S B22 3X3 6.7 4.7 E - W 2.23 2.0 
南 廂

1. 7 

S B23 (3)X(2) (6.3 (4.2) N8l0 W 2 .1 2 .1 

行方向にも梁行方向にも柱穴か認められる総柱のもので、倉庫と思われる。柱間は桁行、梁行と

も2.lmの等間である。柱掘り方は径40cm-50cm、深さ45cm前後。北側柱列と西側柱列の柱穴は

他より小さい。

S B17 3間X2間の北東ー南西棟。他のものとは異なり、南面するとはいえ、南北軸は磁

北に対して東にかたよっている。北側柱の中央 2個は、占墳時代後期の SK3土琺の埋土中に掘

りこまれ、明確に検出されなかった。柱間はやや不揃い。

S B19 3間X2間の東西棟。柱掘り方は径30cm-40cm、深さ40cm-50cm。桁行柱間の西か

ら一間の梁行方向の中央には、径30cm、深さ40cmの小穴かあって、西ー間の間仕切りを思わせる。

西隅においては SB20掘立柱建物と重複しているか、前後は明らかでない。また南側柱の周囲の

いくつかの小穴内からは、完型の土師器皿 (43~46) か出土している。

S B20 北西隅は未掘であるが、 3間X2間の東西棟と思われる。柱掘り方は径40cm前後、

深さ25cm前後で浅いものが多い。桁行柱間の東から一間の梁行方向の中央には、径20cm、深さ30

叩はどの小穴があり、東側の一間の間切りを思わせる。

S B21 発掘区の中央の 3間X3間の平面方形のもの。北東隅と北側柱列の柱穴の一つか、

SB  12掘立柱建物、 SB19掘立柱建物の柱穴と接しているが、切り合い関係は明らかでない。柱

掘り方は径40cm-50cm、深さは西側では25cm前後と浅いか、他は40cm前後と深い。桁行方向も梁

行方向も総柱の倉庫と思われる。

S B22 発掘区の西端にある 3間X 2間の身舎に南廂付の東西棟。柱通りは全体にわるい。

柱掘り方は径30cm前後、深さ50⑳はどで、西妻入り側の柱掘り方の一つでは、径15cmはどの柱痕

跡かみとめられた。柱間は桁行か2.2mであるか、梁行は身舎が2.0m、廂か1.8mである。したか

って身舎の柱間が 7尺、廂の柱間は 6尺と思われる。

S B23 発掘区の東隅の東西棟で、北半は未掘であるが、 3間X2間のものと思われる。柱

掘り方は径30-40cm、深さ40cm前後。
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(2)土

SK5 

拡

古墳時代後期の土J広の多数みられる発掘区の南西部にある。巾1.6m、長さ3.8m以

上深さ30cmの長方形にちかいもの。中央は南北に畑の燒溝で切り通されている。灰釉の椀、土師

器小皿か出土している。

III 出 土 遺 物

1 • 弥生時代の遺物

(1)石 器

石繊 (62) SB2竪穴住屈址の東辺の周溝から出土した無柄の平基のもの。長さ2.1cm、

最大巾1.8cm、厚さ4mm。片面はよく調格されているか他の片面には条lj離面をのこす。チャート製。

石包丁 (63) 発掘区の南西部の凹地から他の時代の遺物と混在していたもの。巾11cm、厚

さ1cmの半欠の大形のもので、刃部のみ磨製。

も剥離されたまま。緑色片岩製。

その断面は片刃にさかい。 その他の部分は両面と

刃器 (64) 巾4.9cm、最大の厚さ 9mmの半欠の薄い打製のもの。縁部は片側だけこまかく調

整され片面は剥離面をのこしている。緑色片岩製。

(2)土

65-72 

から出土。

錘

球形の65、細長の66-70、小形の細長の71-72などである。 65はSB2竪穴住居址

それぞれ精鼠な胎土のもの。 65以外は、時期かぎめがたい。
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錘実測図、土器拓影 (1 : 3) 
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(3)土器

壺(.1 -5、73-76) それぞれ破片で全体の形状は不明。 2はよく外反した口縁部で端部

の内側は 6本一組の櫛歯文をめぐらす。 73は肩部の拓影で櫛描きの簾状文と横線文、 75-76は同

一個体の破片で、たてにこまかくヘラ研磨されたあと、横線文と波状文をめぐらしている。

小形壺 (6) 口縁部は欠けているか、やや上げ底の平い底部のもの。頸部はたてに肩部は

横にこまかくヘラ研磨されている。 SB19掘立柱建物の北西外側の小穴内から出土。

鉢 (7) 口径15.5cm、高さ9.5cmのやや上げ底状の底部の完形のもの。短い口緑部は外反

する。器表は内外とも剥落していて調整は不明。胎土にははとんど砂粒もふくまない。

小型椀 (8) 口径3.ScmX4cm、高さ2.6cmの超小形のもの。直口状の口縁部に丸底のもの。

器表はよくヘラ状のもので調整されている。 SB5竪穴住居址の南西隅から出土。

蓋 (9) 天井部と鉗状部のみで、全体の形状は不明。 9以外に内面か黒色の口縁部の破片

も出土している。

台付甕 (10-11) 台部だけで、口縁部の形状のわかるものは出土していない。いずれも胎

土には砂粒を多くふくんでいる。

高杯 (12-14) 鉢状の杯部のもの。 13の脚部は三方に各 1個、一方に 1個の二段に円孔を

14の脚部は四方に各 1個の円孔をもつ。 13は杯部、脚部ともたてにこまかくヘラ研磨されている。

S B24掘立柱建物の北東隅の柱穴内から出土したものである。

2 . 古墳時代の遺物

(1)上師器

皿 (15)

整不明。

丸味の腰部のもので、器表にはひも積み状の痕跡かある。器表は剥落していて調

小形壺 (16-17) 底部を欠くか上半ははは完型のもの。直口状の比較的長い口縁部をもつ(

16は口径11cmの手づくね風の粗雑なつくりのもので、 SK13土坑から出土している。 17は口径10

cmで、体部の内面は指頭によって調整。

甕 (18-24) 18以外は口縁部から肩部の破片。口緑部の形状から18-20のようにく字に外反

するもの、 21のように端部がわずかに肥厚して面をなし、肩部にあらいハケ目調整されるもの、

22-24のように端部かわずかに立ちあかるものにわけられる。それぞれ時期も異るであろう。 18

は台付のものであるか、器表の調整はわるい。 21は台付のもので、須恵器杯のうちでも30-32と

国時期のものであろう。 22-24は、同じく須恵器杯33と同時期と考えられる。

高杯 (25-29) 完型のものはなく、杯部、脚部だけである。 26は内外ともよく調整され、

上方のしばり目もはとんど消されている。 27-29は内面にしぱり目をのこし、 28-29では外面は

たてにヘラ研磨されて面をなす。
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34 土器 (1: 2) 石器 • 土錘 ( 1 : 3) 
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(2)須恵器

杯蓋 (30) 径13.3、高さ4.5cmの天井部が平坦で広いもの。端面はわずかに凹む。天井部

はヘラ削りされ、内面はよく水引ぎされる。

杯 (31-32) 径10.2cm-10. 8cm、高さ4.7cm-5cm。蓋受けの立ちあかりは長く、その端面

は細い凹線をしめす。蓋受けの部分も比較的広い。底部は鋭くヘラ削り仕上げされる。これらは

蓋30の身にあたり、ともに古式のもの。 33は、蓋受けの立ち上りの短い身で、ヘラ切り不調整底。

皿 (34) 径14.5cm、高さ2.5cmの浅いもので、広い底部はヘラ削りされている。全体にゆかみ

がひどい。

すり鉢 (35) 阿口状の口縁部で底部は不明。端部の一方に片口かつけられる。体部上方に

は浅い沈線が2条つけられている。

3 . 平安時代の遺物

(1)土師器

椀A (51) 口縁部は欠けているか、径14⑳はどのものであろう。底部は糸切りされる。腰

部は比較的うすくひき出され、丸味をもつ。糸切り底の小皿Bの47・48と組合せになる

椀B (52-55) 径16cm、高さ4.5cm-5cmで、口径に対し比較的径の小さく、うすい高台を

そなえたもの。底部の器壁もうすく、下面は52ではヘラ削りされ53-55では糸切りされるかほと

んど消されている。体部はロクロでひき出され、山茶椀の生焼け品を思わせる。胎土は精良で、

砂粒も含まれていない。

皿A (36-39) 径13.5cm -15cm、高さ 3cm前後で底部の広いもの。端部だけが巾 1cmはど

ていねいに横なでされるもの。腰部から底部下面は横なでされながらも、凹凸をのこしたままで、

不調整にちかい。

皿B (40 41) 径14cm前後、高さ3.8cmで、底部は皿Aに比べ丸味をもつ。器表の調整は

皿Aと同様、端部だけがていねいに横なでされ、他は凹凸をのこしている。

小皿A (42-46) 径9.公m-9.8cm、高さ 1.6cm-2cmの底部の丸い不安定なもの。いずれも

完型である。端部だけがていねいに横なでされているか、ゆかみがひどい。底部も指の圧えによ

る凹凸をのこす。 46は平面か円形でなく、片方かわすかに尖り、片口状をなす。 SB19掘立柱建

物の南側柱付近の小穴内から出土したものが多い。

小皿B (47-48) 

糸切り底である。

径8.7cm-9cm、高さ 1.lcm-1.Scmの浅い扁平なもの。底部は広く厚く、

台付皿 (49-50) 径15.7cm、高さ4.6国はどのもので、高い高台をそなえる。端部と高台だ

けかていねいに横なで仕上げされ、あとの部分は凹凸をのこす。

蓋 (56) 径 25cm、天井部までの高さ4cmで、中央に扁平な高い鉦を付ける。紐の中はどに

は径 5mmの孔が貰く。肩部には指頭による凹みかめぐっている。
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鍋 (57) ロ縁部は短く、肩部に比べ器壁も厚い。端部はわすかにひき出されて小さく立ち

上るのが特徴的。胎上には砂粒を多くふくむ。肩部にはススが付済したまま。

(2)山茶椀、山皿

山茶椀 (58-60) 58-59は径16.5cm -17 cm、高さ 5. 2cm -5 . 4 cmで、器壁の厚い底部に薄

くひぎ出された口縁部のもの。口縁部には褐色の自然釉がみられる。 60は15.5cm、高さ 5.5cmで、

高台も低く、その端面には籾痕かみられる。 58-59に比べ、時期の降るものである。

山皿 (61) 径7.5cm、高さ2cm。底部は高台をそなえないが、裔台状に低くつくり出される。
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N 結 五ロ―-＝-R 

赤垣内遺跡は、北東にある仲垣内遺跡と同様、弥生時代にはじまり、鎌倉時代までの各時代に

断続的に営まれた集落址である。地形的には仲垣内遺跡との間にある浅い凹地で区分されている

か、きわめて有機的なつなかりをもった遺跡と思わる。東西約80m、南北約60m程の範囲が考

えられる。南側前面に水田可耕地としての広い谷間平地がひろがり、背後は低い丘陵地をひかえ

集落立地としては格好な地形であるとい

えよう。

弥生時代後期では、建物址として 7

棟あるいは 8棟の竪穴住居址と、高床

式倉庫と考えられる掘立柱の建物址 1棟

かある。竪穴住居址は極めて近接する

か、あるいは重複していて、同時に建て

られていたものとは思われない。 SB1・

2とSB5・6・7はそれぞれ床面の南

北軸も同方向にちかく、建てられた前後

は明らかでないか、建替えによる璽複と

思われ、 3棟ないし 4棟が一つのまとま

りとして考えられる。倉庫と思われる S

B24か竪穴住居から離れて西側に建てら

れていることが注目される。この推定倉

渾址は建替されていないか、 3棟ないし

4棟の竪穴住居とともに一つの集落か構

成されていたのであろうか。全体に出上

遺物は少ないのであるが、そのなかでも

石器として大形の石包丁、石鏃など数点

か出土している。少量とはいえ生産用具

として、石器にある程度依存していたこ

とになる。

古墳時代後期では、小形の竪穴住居址

SB9の 1棟が確認でぎた。発掘区の西 37 

部の浅い不定形な土拡群では、須恵器、

土師器もかなり出土していて、同時代の
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集落の一角をなしていたと思われる。出土品のなかには、 5世紀末と思われる須恵器杯（第35図

30-32)などと 6-7世紀にわたる須恵器杯（同図 33、34) もあって、はぱ全時代にわたって

いる。しかし以後、 8世紀から10世紀までの間は、遺物、遺構とも検出されず、居住地の移動、

いいかえれば、他の場所への住み替えによる集落の断続的な現象か想定される。これは、東隣の

仲垣内遺跡でも同様の傾向を示している。何らかの理由での集落の移動を思わせるのである。

平安時代後期では、 8棟の掘立柱建物址かある。桁行 3間X梁行 2間の平面を基本型にするも

のと、桁行、梁行とも 3間の平面か方形のものとがある。これらの方向には統一性はなく、数度

の建替えか考えられる。北東ー南西方向に棟方向をおく SB17以外は、はぼ東西方向の棟か、北

西ー南束方向の棟でもわずかに西面に偏っていることか認められる。

3間X2間のものは、平面積か27m'前後で規模としては差をあまり示さない。 SB19では桁行

の柱間の西から第一間の梁行にも中央に柱穴かあり、また SB20では同じく東から第一間の梁行

の中央に柱穴かある。これは西あるいは東に廂をそなえるというより、間仕切りのための柱穴と

も思われる。 3間X3間の平面が方形のものは、桁行方向とも梁行方向とも総柱の倉庫と思われ

るものである。面積は40m'-45面はどで、 3間X2間の建物に南あるいは北に更に一間加えた格

好のものである。これら 3棟か発掘区に散在しているのではなく、はぱー箇所にまとまっていて

同ー場所における建替えの考えられるものである。
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度会郡玉城町小ばし遺跡

ー 位 置

度会郡玉城町は北半部が東西に広がる外城田川水系の平野地帯からなるのに対して、南半部は

溜池灌漑に頼る幾条もの谷底平地が丘陵の問に南北に細長〈発達している。町内の遺跡 （追物散

布地）の多〈は弥生時代以来、このような流域平野ないしは谷底平地よ り一段高い丘陵上もし〈

は丘陵裾に形成されている。

小ばし遺跡も圃場整備事業の実施に伴って行なわれた事前の試掘調査によって確認されたその

ような遺跡の一つであり、北に延びる低丘陵の東裾に形成されたものである。標高30m足らずの

地であり、束にはすぐ谷底平地が続き、それとの比裔差は 1mにもi詢たない。西は町道を挟んで

緩やかな斜面が続き 、標高約34mの丘陵頂部には玉城町矢野の集落が営まれている。この丘陵頂

部から緩斜面にかけては逍跡立地上、中し分のない地形であり、中街道北 · 中街道南 ・ 束浦 •元屋敷 ・

上出山といった弥生時代以降の各逍跡が確認されており、さらに矢野の集落の南、 一段高い丘陵

地の尾根には田）り家神社 1・2号瑣があって、矢野の集落が形成されている丘陵地は遺跡分布の

密度の高い地域といえよう 。

小ばし遺跡と谷底平地を挟んで東に相対する丘陵地にも古墳、i直跡は多 く、この遺跡の隣接す

る谷底平地は周辺の丘陵地に多数の遺跡を抱えているのである。

II 遺 構

検出した逍構として井戸 1、溝状辿構2、土砿1、杭列がある。他に柱穴とおぽしき径30cm以

38 遺跡の遠景（東から）
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下の円形小ピットが井戸 SE4の周辺に多数あったが、建物址を想定できるような規則正しい配

置は見られなかった。それぞれの遺構の屈する時代は明確ではないか、出土土器から判断して平

安時代末から鎌倉時代に及ぶ年代幅に含まれるものであろう。たゞ杭列のみは、遺構の集中する

西半部と土質が違い、軟弱であり、しかも出土土器がほとんど認められない点、他の遺構と同一

時期と見なしかたい。

1 • 溝状遺構

SDl 発掘区南側で検出したもので、 15C区で消えている。肩から底まで10cm未満の深さ

であり、溝内は砂礫混りの褐色土で埋まり、その土中から須恵器、施釉陶器、山茶椀、土師器が

検出された。今回の調企で出土した遺物のはとんどは、この埋土中より出土した土器類で占めら

39 発掘区の位置 (I : 4000) 
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40 遺構実測図 (1: 100) 
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れる。溝の南肩は発掘部分か限られているため不明であるが

北肩は発掘区南側の一段低い水田と一段高い畑地であった発

掘区とを画していた畦畔に並行している。案外、溝状を呈さ 土一

ず水田方向に傾斜する傾斜面の部分かも知れない。

SD 2 18A区から18B区にかけて東西にのびる幅0.6

-0.Smのもので、深さは北肩から10-20cm、南肩からでは 5

cm前後と浅い。そして東から西へいくに従い深くなる。

2 . 土砿

SK3 1辺50-80cmの五角形状を呈する、深さ20cmの土

琺で、埋土中より山茶椀が出土した。

A
 

-11'!! 

lm 

41 SE 4実測図 (I : 40) 

3 . 井戸

SE4 径50cm、深さ 1.05mの円形の小井戸。固くしまった赤褐色土の地山面上に堆積する

褐色土層から掘り込んでおり、掘り肩径は1.1Xl.3mである。一掘りで地山面に達し、掘る幅を

1.0mとせばめ、掘り下げるに従い狭くなり、底幅は60cmはどとなる。底は丸く掘り＜ぽめられ、

湧き出る水の濾過と混濁を防ぐためであろうか、青灰色粘土を原さ12cmほど敷き詰めたその上に

長さ10cm以下の礫を並べていた。そしてその礫面上に径40cm、高さ20cm、厚さ 1cmの桧製の曲物

が井戸枠として残存していた。井戸枠と掘り方壁面との空隙に底と同様な礫を主に狭い面を枠に

当てる形で、黄褐色土を詰めて積み重ねていた。この掘り方壁面内側の石積みは曲物の残存の

ない井戸上部まで続き、石積みの過程で詰めたと思われる黄褐色土が積み上げた礫を隠して、井

戸壁面のように固くなり、井戸埋土はそれからはかれるようにして掘り上げられた。このような壁

面の出土状況から推してもともと曲物の井戸枠は段を重ねて井戸上部まであったものが廃絶後、

水のつかない井戸上半部の曲物のみ腐り、水のつかる最下段のものだけが残ったものであろう。
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42 発掘区全景（東から）

43 SE4全景（東から）

44 S E 4 近景
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井戸上縁の周囲には磯か敷かれていたらしく部分的に残存していた。また、褐色土据り方から

井戸上縁までの浅い土琺状の埋土中には比較的まとまった土師器の出土があった。なお、井戸

上縁に接して10X 20cmの広がりをもった焼土が検出されたか、井戸廃絶後のものであろうか。

4. 杭列

SX5 発掘区東隅の軟弱でしかもや、傾斜する地で検出されたものである。軟弱な地盤に

打ち込まれた杭は根の部分のみが残り、その並び方には一定の規則性がなく、雑然としている。

残った杭根から観察すると径か 5cm以下の丸杭であったようで、先端を面取りしから削り、尖ら

せている。杭列部分からははとんど遺物は出土しなかった。

III 出土遺物

須恵器、灰釉陶器、山茶椀・山皿、上師器、土製支脚といったものが整理箱 (40X 60 X 10cm) 

に10箱程度出土した。とくに山茶椀か多く、灰釉陶器、土師器とともに発掘区西南端の溝状遺構

である SDIに堆積した褐色砂礫土中で多数検出された。他に SE3の井戸枠として使用された

曲物かある。

1 • 須恵器

鉢一点のみで、他に検出されなかった。

鉢 (5) 口縁部のみの破片で、底部を欠くが、形状から鉄鉢形と推定されるもの。口径20

cm、推定高12cmはどで、口縁部は内彎して全体に丸味を感じさせ、ロクロによるヨコナデ調整で

仕上げ、口端上面は平らに面取りされている。

2 . 灰釉陶器

山茶椀に混じって出土しており、器種としては椀のみで点数も少ない。

椀 (1) 口径14.5cm、器高4.5cm。口縁部は逆「八」字形に直線的に開き、口端が少し外へ

反る。底に糸切り痕か残り、高台は付け高台で、断面三角形を呈し、内彎気味に立つ。釉は器体

外面上半と内面全体に残り、つけかけしたものである。たゞ、底部の器壁か1.2cmと厚く、その分

シャープさかなくなり、山茶椀の形態に大変類似している。
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45 土器実測図 (1: 4) 

46 出土土器 (1 : 3) 
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3 . 山茶椀•山皿

山茶椀(2-4・6-9・17・24) ロ径は 7が最小で15.3cm、最大の 4で17cmであり、 16cm前後の

ものが多い。器高は 4が最小で 5cm、最大の 2で6.7cmを計り、 6cmはどのものか多数を占める。

器形には浅い、深いの別はあるものの概して口縁部は逆「八」字形に開き、中はどが内彎気味で

口端は丸くおさまって外へ反る形となる。なお、 2のみ口端外面を焼成後に削って面をなしてい

る。底部は糸切り痕を全て有し、器壁は 1cmはどと皆厚い。高台は灰釉陶器のように断面三角形

をなして踏ん張る形のものと、断面か梯形に近く、厚くて低いものとかある。後者のものの

高台下面には籾圧痕のつくもの (6、7) 、ヒビの多く入ったもの (8) 、籾ではない圧痕の多

く付くもの (9)かあって、下面調整については余り注意か払われていない。なお、釉について

は4のみに内面に剥落の痕跡かあったのみで、他のものでは確められなかった。

山皿(l0・11・22・23) 口径8.5cm、器高2cm、底に糸切り痕を有し、口縁部は疸線的に外へ開く。

4. 土師器

杯、皿、猥などか出土しており、総してどの器種も口端部分が肥犀している。

杯 (12-14) いずれも口径14cm、器高3.5cm。内面と外面口端部分はナデて仕上げている

のに対して、口緑部下半から底部にかけての外面には凹凸かあって、指でおさえたま>にしてい

る。胎土に砂粒を含み、器壁は底か薄く、上げ底気味になる場合か多い。なお、 12・13の器面に

は粘土紐巻き上げによる成形痕跡か残る。

31 

‘ ＼ 

32 
[5cm 

34 

47 土製支脚実測図 (1 : 3) 
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48 土製支脚 (I: 2 ¥ 
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皿 (15・16・18-21・26・

27) 口径8.5-9.5cm、

器高1.8-2.0cmの小皿l(18 

-21)、口f至14.5-lScm、

器高2.4- 2 .8cmの もの (1 5•

16)、推定口径23-25cm、

器高 3cmの大形の皿 (26・

27 ) といった大 • 中 ・小の

三植類があり 、成形、調整、

胎土の状態も杯と全く同様

である。たゞ、大形のJULの

ロ端部分の肥厚は、内に折

り返してヨコにナデたよう

なもので、口縁内面の器壁

に段かつく 。

甕 (28-30) 推定口

径16-17cm。いずれも口縁

部から肩にかけての破片の

みで、全形のわかるものは

ない。通常、肩からは荒い

刷毛目を伴った調整かなさ

れ、口縁部はヨコナテされ

る。たゞ 、 30のLI緑から屑

にいたる屈曲部はヘラを用

いて胎土を削っており 、段

を有する形となっている。

いずれの猥も口端が内側に

突出するように肥原してお

り、それがこれらの甕の特

色である。

なお、 「八」字形に開〈

台脚部 (25)か出上してい

るが上に杯のようなものが

のるのであろうか。



5. 土製支脚

一端かわずかに二又に分れて、横から見だ形か「角形」を呈する土製品で、小林行雄氏が始め

(1) 

て論証された土製支脚に当ると考えられるものであるか、一姐にすべて剥離痕を有しており、ニ

叉に分れる一方の端を接地面と考えた。

全体の形かわかるものはなく、すべて一方の端部のなくなったもので、最も大きい31で、残存長

13.5cmである。断面は円形ないし楕円形を呈し、下部先端にいくに従い細くなって、先端で広がり二

叉に分れるものと、上下とも変らすに下部先端か二叉に分れるものとかある。二叉に分れた先端

部はいずれも「く」の字形に内傾しており、その先端面は焼成時の面かなくなり、接触して擦った

結果によると思われるようなさらざらした素地を見せている。調整は外面を主としてタテにヘラ

削りをし、内面を指でおさえており、全体として粗雑な作りのものである。火熱を受けて器面か

脆くなったような状況は見られないか、部分的に煤のつくものはある。

なお、 32は欠けている一端の器胎か2cmはどくぱんでおり、また34の欠損断面には径7mmの円孔

かヨコに通っている。

N 結 五ロ―-＝R
 

遺跡は丘陵裾に位置し、その広かりは不明であるものの、山茶椀などの出土土器から平安時代

ころに形成されたものと推定される。

確たる遺構は井戸跡 1ケ所のみで、遺跡立地・形成時代・ 遺構のあり方の点で昭和50年11月に

調介された松阪市小野町・小野遺跡とよく類似する。小野遺跡は丘陵裾にあって井戸跡 3ケ所が

検出された平安時代末の遺跡であって、箪者はその遺跡について丘陵上に広かる遺跡（黒塚遺跡）

に建物跡など、ムラを構成する主要部かあって、丘陵裾に飲料水を求めて井戸跡を残したもので

(2) 

はないかと推定したことかある。本遺跡の場合も隣接して続く丘陵上に中街道北遺跡か所在して

おり、それと閲連のある遺跡と者えられ、小野遺跡で推定したことか本逍跡の場合でもあてはま

るのではなかろうか。

出土遺物の中で注目されるものは土製支脚である。先端か分れて二叉になっている点は小林行

雄氏か論証された「犬埴輪」形のものに上から見た形か類似し、その先端面に擦過による痕跡か
(3) 

認められる点から、先端面を下にして五徳のように煮沸具としての土器を支えたものと推定される。た

だ、土製支脚についてはかまど出現以前に西日本各地で使用され、かまど出現とともに姿を消すもので
(4) 

あるとの理解か一般的である。しかし、伊勢市、明和町などで鎌倉時代に属する鼎のような上師器

三足付鍋の出土もあり、かまどを使用しない煮沸具としての土器の利用も一面ではあったこと

(5) 

か窺い知れる。平安時代末ともなれば大勢としてかまどを厨房にすえた生活を営んでいる反面、
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かまどを利用しないで、土製文脚でもって煮沸容器を支えた、移動簡便な利用方法もあったと思

われる。

註

(1) 小林行雄「土製文脚」 （『考古学雑誌』第31巻 1号 1941) 

(2) 松阪市史編さん委員会編『『松阪市史 第 2巻 史料編 考占』 （松阪市 1978)

(3) 注 1に同じ

(4) 大橋信弥「支脚形土製品の系譜」 （『古代研究』17 1979) 

(5) 谷本鋭次『古里遺跡発掘調査報告ー D地区ー』 （三重県教育委員会 1974) 
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伊勢市上地町野垣内遺跡

ー 位 置

南勢地方第一の大河である宮川は度会、多気両郡の山峡を蛇行してのち、度会町・玉城町と伊

勢市の境界を流れるころになると川幅も増し、伊勢市南部丘陵の西裾、伊勢市街地の西方を洗う

形で北東、北、北東方向へと流路を変えなから緩やかに流れている。この宮川の流れに沿って左

岸に段丘が玉城町から伊勢市上地町、そして小俣町へと北々東に延びている。この段丘と宮）II 

の間には南北 5km、東西の最大幅1.5kmの細長い沖積地か形成されている。沖積地は、かつては宮

川の河床ともなったところであり、段丘裾を宮川か洗っていた時代もあったのである。今は段丘

直下に汁谷川という小川か一筋流れ、度会橋より 1.5km下流で宮川に合流している。

~I " 
__ _/"1 1J 
土ゴ--―, L □-

150m 

49 遺跡地形と発掘区の位置 (1 : 3000、黒角印は試掘砿）

61 



5 0  

6 2  

一• L
t

• 

涵 磐 S 函 渾 （ 澤 ト 冷 b 、 5 ， 湖 森 岡 画 荘 湘 蔀 図 ）



野垣内遺跡は、行政区画からいえば伊勢市上地町字野垣内に位置する遺跡である。上地町の集

落と県道松阪伊勢線（旧国道23号線）、そして県道松阪伊勢線より分岐して上地町集落へ入る市

道周辺とに囲まれた段丘東縁部分に広かる。正確な範囲はまだ確認していないが、圃場整備事業

に伴って本調査前に実施した試掘調査の結果を参考にすれば少くとも200mX300mの広かりをもつ

大遺跡と推定され、さらに県道松阪伊勢線を越えて小俣町掛橋地区へも広かる可能性もある。遺

跡地は標高13m前後、段丘裾を流れる汁谷川周辺の沖積地との比高は 7mあり、水田、畑地とし

て利用されている。この遺跡の所在する段丘の南方向の東縁部には中楽山遺跡、小社遺跡と続き

一方、北には史跡離宮院跡、大藪遺跡か同様な地形の地に所在する。離宮院跡を除く他の3遺跡は

いずれも弥生時代後期の宮川流域の代表的遺跡である。段丘下の沖積地には玉城町大字曽根に所

在する中の切遺跡が知られるのみであり、それも山茶椀を出す遺跡であって、段丘上の遺跡に匹

敵するものは知られていない。

II 遺 構

調査を実施するに当っては、試掘のときの20m間隔の区画を生かして、幹線排水路計画敷のセ

ンターラインからほぼ北側にあたる県道伊勢松阪線（旧国道23号線）側を N区。その反対側を

S区とした。東西方向については、東端にあたる台地端部の工事用センター杭を基点として、は

は北側へ4m間隔に区割りし、それにアラビア数字を 1から順に与え、 4mX5mの小区画を設

定した。

遺構は黒色土の堆積層を除去してあらわれる砂礫混じりの赤褐色土の地山面において全て検出

された。地山を覆う黒色土は16-21区が他地区より厚いか、概して厚さ50cmまでであった。検出

された遣構は、弥生時代後期、平安時代、鎌倉時代の 3時代に概括され、主要な遺構として、竪

穴住居址25棟、掘立柱建物址 5棟、方形同溝址4基、溝址 1条、厨房址と考えられる方形竪穴址

4基を数える。これら遺構の発掘区での分布を概観すると、弥生時代後期の竪穴住居址はすべて

30区以西の発掘区西半部分に集中して検出され、竪穴住居址として推定したものを併せて21棟か

所在する。しかし、完全な姿で検出されたものは 1棟もなく、それぞれの竪穴住居址はお互いに

重複していた。この竪穴住居址群中には、時代不詳の掘立柱建物址 2棟、鎌倉時代の溝址 1条の

他、若干の土i広かあるのみである。

ところが、 30区以東の発掘区東半部分になると弥生時代の竪穴住居址は姿を消し、同時代の方

形周溝址 4枯か並んで検出され、それに重複して平安時代の掘立柱建物址 3棟、竪穴住居址 3棟

方形竪穴址 4基、鎌倉時代の竪穴住居址 1棟か所在する。このように、発掘区西半部分と東半部

とでは遺構分布の上で歴然とした差違を見せる。
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54 16-27区全景（南から）

55 24~16区全景（西から）
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56 26-32区全景（南から）

57 33~17区全景（西から）
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58 40~33区全景（西から）

59 39-47区全景（南から）
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1 • 弥生時代の遺構

すべて弥生時代末の欠山式土器を出す遺構で竪穴住居址21棟、方形周溝址4基、壺棺雌址1基か

ある。竪穴住居址は前述したように30区以西の発掘区西半部分に集中している。この西半部分は

発掘区東端部分の 6-13区とはゞ同じ高さで、発掘区内で最も高い位置を占め、それ故か耕土下

の腐植土の層は薄く、その下に広がる礫を含む赤褐色粘質土層を竪穴住居址のベースに利用して

いる。ベースに礫か多く顔を見せるため主柱穴か不明な場合が多く、また周溝の追求も不明確に

なりがちであった。

これに対して、方形周溝址ーとくに SX14、SXl9、SX23一の所在する部分は発掘区内で最

も地山面か下がるところで、耕土下の腐植土の堆積が厚く、地山面は砂礫を比較的含まない赤褐

色粘質土である。したがって遺構の検出も容易で、遺構の遺存状況も比較的良好であった。

(1)竪穴住居址

5B1 SB2と菫複し、その先後関係は不明。鉤形に東と北に固壁を見せるのみであり、

北壁は発掘区外に延びる。幅10cm、深さ 5cm前後の周溝が壁際をめぐり、隅に径30cmはど、深さ

25cmの円形ピソトかあり、主柱穴の一つと考えられる。

S82 一辺5.5mの方形の竪穴住居址。束半部分を発掘したのみで周壁は SB1のものと平

行する。北壁に並行する形で床面に浅い溝状の跡か残り、その一部は SB1の周溝の痕跡かも知

れない。東南隅に径26cm、深さ30cmの円形ピソトがあり、主柱穴と考えられるか、それに対応す

る北束隅の柱穴は検出できなかった。三方の固壁際には幅10cm罰後、深さ 4-13cmの周溝がめぐ

る。床面中央、東壁寄りに0.6mXl.2mの範囲で焼土か見られ、炉址と推定される。遺物は床面

に近い腐植土中で検出され、とくに東南隅部分からは 1・2・7・8の上器が重なった状態で 1

ケ所から見つかった。

5B3 西壁と南壁の大半は発掘区外に隠れているか、三隅か確認できる竪穴住居址。 3X

4.5mと南北方向が長い。周壁に沿って娼10cm、深さ 7-8cmの、竪穴住居址群中もっとも明確な

周溝かめぐる。主柱穴らしいピソトか北東隅部分、周壁よりも 1.2mはど離れてあり、径26cm、深

さ40cmとSB1、SB2のものより確固としたピソトである。南東隅にも楕円形の大きなピソト

があるか20cmはどと浅い。

S84 南北に発掘区を横断する 2本の浅い溝によって東隅が不明瞭になった翌穴住居址。

東限部分の一部が判明したのみで、大半は現市道下に埋没している。

S B 5 S B 6・S B 34と重複し、おのおのの住居址の先後関係は不明。 3棟の中でも SB

5は原状をよく残し、三方の周壁はしっかりしている。東壁のみ他の住居址との順複で消失。規

模は南北方向で5mを測り、深さ 6-7cmの固溝が二方にめぐる。主柱穴は不明、南西隅に径55

cm、深さ40cmの円形ピソトがあるが貯蔵穴であろうか。中央床面には 2ケ所、焼土が認められた。
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S86 南北方向の一辺が6.2mの規模のもの。住居址の重複のために周壁は南西開部分が残

るのみであるが重複部分に残存する周溝によって規模及び主軸方向が判明した。南西隅に径80cm、

深さ60cmの円形ピットがあり、貯蔵穴と考えられる。＇床面に焼土面か 2ケ所認められたが東の焼

士面か位償からして、この住居址の炉址と推定される。

S87 竪穴住居址群中、最大のもので南北方向の一辺か 7.7mの規模を有する。北壁は西隣

りの竪穴住居址風のものと重複するためか周壁、周溝とも途中で消失する。周溝は二方の周壁際

にめぐるが約 5cmと浅い。北東隅床面に径30cmの円形ピット 3個があくか中央のものが深さ40cm

としっかりとしており、主柱穴の一つであろうか。床面中央と少し離れたところとに焼土か認め

られた。

SB 8 S B37と重複し、西壁と北壁とか判明したもので、西壁の長さ4.2mを測る。西壁

と北壁は直交せず、少し北壁か外へ開く平面形である。

S89 北壁と西壁か残るが、 SB10と東半部分か重複し、そこえもって礫の露出が多く、

周壁のなくなった部分での周溝の追求は不可能であり、ために規模を明らかにできなかった。ま

た、 SBS同様、北壁と西壁は直交しない。

SBlO 5.8mX6.8mの規校を有する東西方向に長い住居址。東西側には周壁は残るが、南

北側の周壁は消失し、周溝の残存により規模か判明した。床面に礫が多く顔を出し、さながら礫

原の観かある。四限の径25-30cm、深さ 15cm(南西隅のもののみ深さ35cm)はどの小ピットは主

柱穴であろう。

5B11 西周壁は不明であり、北周壁も一部が東隅に残るのみであるか、南及び東周壁の残

存によって規校が5.2m四方のものと判明する。南壁際、南隅寄りに炭化材らしいものが残存し、

その周囲で土器は検出された。また、東壁際、南隅寄・りに検出された0.9mXl.Om、深さ20cmの

方形上拡は貯蔵穴であろう。

S B31 S B32の北隅部分と重複するか固壁もしっかり残り、重複部分にも幅30cmの周溝が

検出されて、東西方向の長さ5.7mの規校を有するものである。南東隅と南西隅に対応する形でピ

ットがあくか主柱穴であろう。床面には焼土か2ケ所に認められた。東壁際、南東隅寄りに0.5m

X0.7m、深さ40cmの棺円形をしたピットを有し、貯蔵穴と考えられる。

S B32 北隅かSB31との重複により不明確なものの、本遺跡においてはぼ平面形の全容か

把めた数少ない弥生時代の竪穴住居址。平面規模は5.6mX5.7mを有し、正方形プランとなる。

周壁は北壁の大半を除いて四固の大部分に残存するか、それも壁面といえる確固としたものでは

なく、削平されてしまってわすかな高さを有するにすぎない。周壁際には幅20-30cm、深さ約10

cmの周溝かめぐるが、南壁中央辺りより西壁際には検出されなかった。北隅を除いて他の住居址

隅にはそれぞれ径30-50cm、深さ25⑳ほどのピットがあくか主柱穴と考えられる。なお、東壁際、

南隅寄りの径1.3m、深さ40cmの円形ピットは貯蔵穴であろう。

S B33 SB 4の北に南隅部分のみが検出されたもので、方形竪穴住居址の一部と推定され
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る以外は規模等不明である。

S 834 SB 5、SB6、SB35と重複し、 SB5の西周壁に平行する浅い固溝の残存により、

南北方向の一辺の長さか 6mの規模を有する方形竪穴住居址と判明した。

S 835 周溝をもつ南と西の周壁の一部を検出したのみで、大部分は発掘区外に埋没して規

模等は不明。西壁に接して径60cm、深さ30cmの貯蔵穴をもつ。

S 837 SB 8・S B 39と重複して西壁は消失してはいるか、周溝の残存により南北方向4.9

mの規模を有する方形竪穴住居址と判明した。なお、東西方向の計測は不能であるか、平面規模

において南北方向よりも大きくなる。

S 838 「コ」の字形に周溝か残存するもので、東西方向4.1mの規校を有するか、南北規

模は不明。東と西の隅に径25cmの主柱穴を有し、柱穴間2.5mを計る。

S 841 地山面か15-20国はど鉤形に落ち込んでいたところより方形竪穴住居址と推定した

ものであり、 SB3、SBlOと重複する。なお、西隣りにも方形状の地山面の落ち込みかあって

住居址かも知れない。

S 843 中央を後世の SD12により切られるか、東及び西隅の残存により、東西方向 4.2m 

を計る方形竪穴住居址と推定したものである。周溝はなく、 No.72・73・75の土器が一括東隅部分

で検出された。

S 844 鉤形に曲がる深さ 10cm前後の周溝か残存し、しかも周溝の方向かSB45の周壁方向

と同方向であるところから壁穴住居址の東隅部分と推定した。なお、南側周溝中より No.77土器か

出土した。

S 845 東、西、北の三方の周限を検出。東周壁は地山の落ち込みか10cm以下と浅く、明確さ

を欠くか、西、北壁は確固としており、北壁際には周溝の一部か残る。東西方向の規模 5mを有

し、隅丸の形状をなす。

(2)方形周溝址

S X 14 西側周溝と南側周溝の一部を検出したのみで、方形周溝址全体の％程度を発掘した

に過ぎない。残り％は発掘区外のふどう畑下に埋没している。規模については西側周溝の長さ7.4

m、周溝肩輻80-90cm、同底幅40-60cmを測り、周溝断面は西側中央部で逆梯形を呈する。地山

全体が西から東へ低くなり、しかも周溝底は東から西へと深くなって南西隔部分で浅くなるため、

西側周溝中央部分か30cm前後と深く、南側周溝は10cm前後と浅い。南側は地山を掘り切って周溝

か発掘外にそのまま延びす、掘り切らない陸橋部分を見せている。土器は西側周溝中央から南西

隅部分にかけて、溝底より遊離して周溝の肩の高さはどのところから一括して出土した。

S X 19 全体の％はどを発掘したか、残る部分は発掘区外へ及んでいる。北側周溝に当る部

分が発掘区全体の中でも最も地山面か下かるところであり、それから発掘区東端部へいくに従い

地山面は高くなる。ために北側固溝の地山の肩は南側のそれよりも30cm前後低い。また、北側周
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溝は礫をはとんど含まない赤褐色を呈した粘質の地山に切り込んでいるのに対し、南隅部分から

南側周溝の部分は多贔の砂礫を含む赤褐色土が地山をなす。従って、西及び南側周溝の肩及び底

を明確に検出でぎない上に、周溝は浅い。南北間の長さ 10.6m、同溝肩幅1.4m-I.Sm、同底幅

0.6-1.0m、深さは北側周溝より西側周溝にかけて50cmと深く、南側周溝は15-20cmと浅くなる。

なお、 14N区で南側周溝は消減するかSXl4及びSX23の例からして、陸橋部分をなすためによ

ると考えられる。土器は17S区西隅部分の周溝内に梨中し、いすれも溝底より遊離した状態は S

Xl4と同様であり、遺棄したものか堆積した状況であった。

S X23 後代の SK21、SK25、SK26により周溝の岐が崩されたりしているか、方形に溝

がめぐる原状は良く残っていた。 SXl4、SXl9と同様、西半部分を発掘したのみで全貌は不明。

南北間の長さ9.2m、固溝肩幅0.9-1.lm、同底幅40-70cm、深さー北側周溝より南側にいくに従

い深くなる一20-40cmの規模を有する。陸橋部分は南側にある。土器は北側周溝内に溝底より離

れて周溝の肩の高さはどのところよりはとんど出土した。うち、 No.109・110、112-118は一括土

器である。

S X29 最も東瑞で、しかも発掘区中最も高い所にあるもので、発掘したのは東半部分のみ

である。地山か多量に砂礫を含んでいるため、周溝肩及び底を明確に検出することは不可能であ

った。そこえもって時期不明の深い方形土琺をはじめとした大小のピソトで荒されて一見した限り

では方形固溝址と即断は出来ない。規模については南北間の長さ 18m、)吉］溝肩幅 2.5-3.5m、同

底幅1.0-l.7m、深さ20-30cmを測り、前三者と比較して大ぎく、固溝は浅い。 11S区の周溝内

限際でNo.120・121グ土器を検出した。

(3)壺棺

S X22 S X 19の西側周溝中央の外肩部分で検出。径80cm、深さ30-40cmの円形ピット状の

煤琺を掘り、口緑部を欠いた壺形土器(107) を罹き、蓋として上半を欠いた壺形土器(108) を逆

さにしてかぶせていた。骨及び副葬品はなかったか土器の出土状態からいって小児用の壺棺と判

断した。

2 . 平安時代の遺構

出土土器より推定して平安時代に属すると考えられる遺構には方形竪穴住居址 3棟、掘立柱建

物址 5棟、厨房址と思われる方形小竪穴址 2基、土坑 4晶かある。この時期の遺構の大半は発掘

区でも最も地山面か下がる 17区から28区に集中し、弥生時代の方形周溝証SX23と重複したもの

もある。

(1)竪穴住居址
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SB 13 西より東へ少し傾斜した地山を10-15cm掘り下げた住居址。 3.8X4.5mと東西方向

に長く、東側を除く三方に幅20cm、深さ 10cmはどの浅い周溝かめぐる。北側周壁中央に焼土か壁

内から壁外にかけて見られた。鼈の痕跡であろう。主柱穴・は不明。住居址内の埋土中から弥生式

土器片も若干鼠検出されたか、土師器・鉢175か床面上で出土した。土師器175の比定される時期に

使用された住居址と推定される。

SB 16 南東隅が時期不明の溝によって切られているか、比較的原形をよく残す住居址で、

5.6X5.8mの規模を有し、はゞ方形である。地山を20cm前後掘り込んで床面としており周溝は検

出されなかった。四隅に瓢輩形をしたしたピソトがあくか、建替えによる新旧の主柱穴の連接した

ものと考えられる。柱穴の深さは30-40cmはどであるか南西隅の柱穴の一方は50cmと他のどれよ

りも深い。北側周壁中央の内側には鼈跡と考えられる焼上面か0.8Xl.Omの範囲で方形に広がり、

そこだげが住居址床面より 10cmはど高い。住居址内の埋土中からは弥生土器片を数片採取したに

とどまり、この住居址を平安時代に属すると比定するには少し躊躇を感しる。しかし、鼈を有す

ることと弥生時代を除いて方形竪穴住居址を形成した時代の遺物は平安時代しか本遺跡では検出

されていないことにより、平安時代の竪穴住居址と推定した。

S 820 S B28と重複し、北側周壁は時期下明の東西溝と重なり合い、しかも大小ピットか

床面に掘られ、原状か著しく損われているものの、北側を除く三方の周溝の残存により判明した

住居址である。 5.6X5.8mと平面規模は SB16と全く同様である。砂礫を含んだ赤偲色土の地山

を10-15cm掘り下げ床面とし、周溝は娼20cmはど、床面より 5cmと浅い。主柱穴は不明。北側周

壁中央よりや、東寄りの周壁内に径50cmの円形の焼土面が見られ、土師器182・183か出土した。

(2)掘立柱建物址

S B15 2間X3間の建物址。桁行柱間2.lm、梁行柱間2.1 mと柱間はすべて等間隔。梁行

中央柱穴のみ隅柱を結ぶ線より外へ張り出す。柱穴ははゞ同大で、径50c叫iどの円形をなし、深

さは35-40cmである。

S B17 3間X4間の建物址。桁行柱間は不揃いで隅の柱間1.3m、中央の柱間I.Sm。梁行

ははゞ等間隔で柱間1.3mを測る。梁行北側の中央の柱穴のみ外へ張り出す。柱穴は小さいもの

で径40cm、大きいもので径60cmのものもあるか、はとんどは径50cmの円形のものであり、 50-60

cmと深く、確固とした柱穴である。

S B36 2間X4間の建物址。南東隅の隅柱が不明であり、梁行南側中央の柱穴もや>西に

寄っているか、桁行柱間は1.1mと等間である。梁行柱間はI.Smであるか柱穴は不揃い。柱穴は

径30cmの円形のものがはとんどであり、深さ 20cmと浅く、 SB15、SB17の柱穴と北較して小さ

し、
0 

S 839 南側の一部を検出したのみで、梁行 2間、桁行は不明。 SB8、SB37の竪穴住居

址と重複している。梁行柱間1.8m、一部の桁行の柱間2.lmと柱間は概して長い。柱穴は径40cm
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前後の円形をなし、深さは20-30cm。

S 847 建物址の北東部か検出されたもので全体規校は不明。梁行 2間で、その杵間2.2

m、桁行の柱間の一部は1.6m。杜穴は径50-60cmの円形、深さ 30cm前後と径の割には浅い。な

お、北隅柱穴の底に土帥器甕173の完器か埋没していたし、その隣の桁行村穴の上部からも土師器

甕174か検出された。

(3)方形竪穴址

S K25 乎面規模が2.2X2.9mと南北に長い長方形の竪穴址で、 SX23の西側周溝の外球を

一部切り込んでつくっている。床面は平垣で地山の肩より 40cmはど下かる。西限は溝状土坑で

切られる。東側の壁か消減する部分に翌穴内から賢穴外ー SX23の溝底ーに径1.2mの円形の焼

土面の広がりか認められ、焼土とともに上師器恨及び皿類か検出された。

S K26 S X23の南側固溝を切って南北方向に長くつくられたもので、中央東西方向にSX23

の南側周溝の溝底部分か痕跡として残る。また北西闊の一部も他の士坑と重なり不明確となるし、

南壁も SX19の北側周溝の舷と重複する。規位は1.4X3.0m、深さ30-40cmで床面は南から北へ

と少し傾斜する。南壁中央よりや>東寄りの壁内外に焼土面か見られ、焼土中及びその周囲の焦

色土中に木炭片とともに土師器、須恵器片を検出した。

(4)土琺

SK 18 発掘外に広かるため、規校は不明であるか輻1.7m、深さ約10cmの戊い土坑。坪上中

より火打嫌、刀子、釘などの鉄製品が出上した。

S K21 1.5Xl.7mと少し東西に長い、隣丸方形のもので、 SX23の西側周溝の外州を切っ

ている。 2段の階段状に掘られており、先ず30cm掘り下げて平垣面をつくり、さらにそこより 35

cmはど舟底状に下げて坑底としている。焦色土か底近くまで埋まり、底には黄褐色粘質土か薄く

積っていた。いすれの埋土層中からも同時期の土帥器甕及び杯類か多数出土したし、須恵器類も

若干量あった。また、黒色土中からは緑釉陶器片も 1片検出された。

S K24 1.5X2.5mの柏円状の平面形を呈し、東壁は SK26の東岐の延長」．．にあり、南峡は

土拡か複雑に重複するためか、一部は壊されて消失している。地山を30国はど掘り下げて床面と

しており、床向は乎坦である。埋土中に若干の上師器片を検出した。

S K 30 1. 1 X 2 . 2 mと東西に細長い、深さ 15-20cmの方形の土拡。 SB15の村通り内にあっ

て、大小の不杞形な土泣状のものと重なり、南と北咄は不明瞭であるか北壁面の 2ケ所が焼け、

木炭片も出土した。

3 . 鎌倉時代の遺構
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65 S B 5~7• 34• 35 (西から）

66 S B31 • 32 (西から）
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67 S X 19 (南から）

68 S X23、SK 21 • 2 4• 26 (北東から）
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SB 16 • 17 (南から）

SB 15• 16 (西から）
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発掘区東端部分と西半部分に遺構は点在し、発掘区内に限っては遺構が集中することはない。竪

穴住居址 1棟、溝址 1条、土琺5ケ所を数える。

(1)竪穴住居址

S B 28 3. 0 X 3 . 7 mと南北方向に長い長方形を呈する竪穴住居址。地山面を20-30cm掘り下

げて平坦な床面としており、住居址南半の床面上には10-20cm大の角礫が散乱し、その間に土師

器鍋片及び山茶椀が出土した。主柱穴は竪穴内床面にはなく、周壁に沿った外周に相対応する形

で8ケ所検出した。それぞれの柱穴は径20-30cmの円形のもので、 20cm以下と浅く、柱穴の底に

礫を入れて柱の土台石としていた。南北方向の柱間は1.9m、東西は1.6mとそれぞれの柱間は等

間である。

(2)溝址

S D12 発掘区を横断する形で、 N37°Eの方向に延びる幅1.6-l.8mの溝址で、弥生時代の竪

穴住居址 SB43の周壁を崩している。溝址は20-30cmと浅＜、断面は短形を里す。溝内から山茶

椀片口及び土師器鍋などが出土した。

(3)土琺

S K27 S B20の北隅を切る、細長くて不整形な溝状を呈するもので幅60-80cm、深さ30-

40cmを測る。

S K42 SBllの北東隅に接する、 2.0X2.5mの方形士琺で、東西方向に長く、深さ 10cmと浅

vヽ
゜
S K46 方形土坑のようであるが、一部を検出したのみで規模は不明。 10-15cmと浅い。

S K49 S D12に続く幅I.Om、長さ2.8m、深さ 10cmの細長い土坑である。

S K50 幅1.6mの方形の土拡であるが、発掘外に広がるため規模は不明。深さは25cmはど。

南側に径 1mの円形ピットがあき、土琺を不明瞭なものにしている。

III 遺 物

1 • 弥生時代の遺物

(1)土器の形態区分

方形周溝址及び竪穴住居址の遺構埋土中より出土したものが大半を占め、遺構に伴わずに地山

を被覆する土層中より出土した土器もかなりの醤になり、合せて整理箱にして100箱になる。遺構
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のうちでも、 SB2・SB 9・SB 10・SB 11・S B31・S B43・S B45・S X 14・S X 19・S 

X23からの土器量は他の遺構内から出た土器量よりもはるかに多く、しかも器種にも富み、一括

して出土することが多かった。器種としては、壺• 甕• 高杯が圧倒的に多く、他に鉢類が少しあ

る。これらの土器は伊勢湾西岸から東岸地域、さらには三河地方に分布する、弥生時代末の欠山

式土器の範疇に属するものである。これから出土土器を遺構別に概観するか、記述の便宜上、器

形の特徴により広口壺を 6類、長頸壺を 2類、甕を 4類、高杯を 5類に、それぞれつぎのように

分類した。

広口壺A 「く」の字形に強く外反する口頸部をもち、体部は球形状に張る。この類には頸

部に凸帯かめぐるA1、同様に凸帯を有し、 A1より器形が一段と大きくなり、器壁も厚くなるA2ヽ

凸帯を有さず口端部が無文化したA孔こ細分できる。

広口壺B Aと同様に口縁部が「く」の字形に外反するものであるか、外反の程度が弱くな

り、口頸部が長くなる。通常、口端部に箆圧痕文ないしは列点文か施されるが、無文のものもあ

る。

広口壺C 口端部の特徴はAと同様であるが、 Aよりも器形が小形化し、口径が10cm前後の

もので、口端に烈点文か施される場合が多い。

広口壺D 口縁部が二重になるもの。 2例のみで、文様は施されない。

広口壺 E 口縁部が単純に、逆「ハ」の字形に開き、文様は施されない。

広口壺 F 内彎気味に立つ、無文の口縁部を有するもの。

長頸壺A 口頸部の長さと体部の高さがはゞ同じ数値を示し、口頸部は径が体部最大径を上

まわるはど大きく開く。体部肩から頸部にかけて櫛描横線文か施されることが多い。

長頸壺B 器形か瓢形をなすもので、 Aと比較して口頸部が袋状を里し、著しく小さい。ロ

頸部から体部上半に孤状列点文を施すものがある。

高杯A もっとも大形の高杯で、脚部の高さと杯部の深さがほゞ同じあり、杯部は底に稜線

か入る。脚部か中ほどから裾にかけて内彎気味に開くティピカルな欠山式の高杯。

高杯B 杯部はAと同様な深さをもつが、底部の稜線は不明瞭になる。脚部はAと比較して

小形化し、しかも直線的に開く。

高杯C A・Bよりも杯部が一段と浅く、口縁部の外反の程度も大きい。脚部は Bと同様の

Cは、脚裾が反り、脚高の割には大きく開くしとがある。

高杯D もっとも小形のもので、杯部はA-Cに存した底の稜線が消減し、丸味をもった椀

形になる。脚部は、口径に匹敵もしくは凌駕するほどに裾が大きく開く。その開き方も、滑らか

に開く D1と、透孔のあたりで屈曲するように開く D2とかある。

高杯E 完形なものはなく、いずれも脚部ばかりであるか、 A-Dよりも脚部が長いのか特

徴であり、 2-3段の櫛描横線文が脚筒部に施されるのか普通である。寄道式土器の系譜をひく

ものであろう。
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甕A 単純に「く」の字形に開く短い口頸部をもつ。

甕 B 二重口緑ではあるか、口端か直立もしくは内傾する。

甕C 口緑部か二重口緑となり、 S字状を呈する。

甕D 二重口縁で、口端か断面三角形を呈し直立する。

(2)遺構別出土土器

S82出土土器 1・2・7・8は39S区、 SB2の東南隅の床面上に一括出土したものであ

り、 3・5は40S区、 4・6は41S区埋土中より検出した。なお、後者 4点については SB1に

伴う土器としての可能性もある。器種としては広口壺、高杯、甕かあり、広口壺 2点はA3(2) 

とB (1)に属するものであり、ともに刷毛目を施し、 1の口端には箆による刻目文が配されて

いる。高杯は全形の知れる 3点があり、 B (6) 、C1(7) 、D2(8) とそれぞれ器形を異にし

ている。 6→ 7→ 8と器形か小形化し、脚裾か広かる傾向を示し、 8の脚裾は透孔の部位で外へ

大ぎく開き、口径と同じはどになっている。 3点とも全体を箆で研磨して仕上げている。なお、

7の脚部内面には副毛目が施されているし、 8の器面には媒が付着していた。甕はA (3) 、D

(4) とがあり、 3には媒か器面に付桁し、内面は箆削りしている。 5は小形甕の類であろうか、

器面には胎土の巻き上げ痕か残り、整形は雑である。

5B3出土土器 埋土中より検出したもので、広口壺B (9・10)、甕A (11・12)かあり、

9・10の口端は下へ肥厚し、箆先端による刻目文か施されている。 13・14は高杯の脚部であり、

全形は不明。

S84出土土器 土器はすべて埋上中より出土、広口壺C (16) 、甕A (17-19)及び甕の

脚台 (20)、高杯 (21)、鉢 (15)がある。 16は口端に櫛描列点文、肩部分に横線文と波状文か

交互に配された小形の広口壺である。甕は口縁部の破片で見るかぎり二重口緑を有するものかな

く、単純に開く Aばかりでいずれも器面には刷毛目か施されている。ただ、脚台20は甕Aにつく

脚台ではなく、甕B・Cにつくものであろうか。 15は最大径か口縁部にあって、体部の張らない

器形で鉢と考えられる。 21のような高杯の出土は今回の調査では 1点のみである。直線的に開く

脚部は、高杯の大半を占める A-Dよりも器壁も厚く、二段三方に透孔をもつことも特徴的であ

る。

S85出土土器 SB5は東壁部分かSB6、SB34と重複しているか、その部分で土器の

出土量は比較的に少く、重複しない西壁寄りの部分での出土か多い。 26・27・28-30は45S区、

SB5西南隅部分よりのものである。壺には広口壺と長頸壺があって、前者には B (22-24) と

C (25)かあり、後者は B (26)に属するもの。 23、24の口端にはそれぞれ、箆刻みによる斜格

子文と、するどい箆状工具による羽状の刻目文か施される 2 22 . 23は刷毛目を口頸部に施し、 24

のみか丁寧に箆研磨している。 26は恐らく SX19出土の102のような器形になると思われ、口頸部

と肩に孤状の列点文が2段に配されている。この種の瓢形の器形にはこの文様かあるのが通例

である。 27は甕Dに属し、体部下半の一部を欠く。口端には箆刻目文が施され、体部から脚台に
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かけては刷毛目で仕上げている。高杯は杯部かなく、脚部のみで全形を知ることは出来ないか、

28は脚筒部か長い高杯Eで、櫛による横線文と列点文とが交互に施されている。

S87出土土器 SB7埋土中の遺物量は少く、わずかに壺・甕かあるにすぎない。壺は広

ロ壺B (32) で、 32の口端内外面には櫛描列点文が施されている。

S88出土土器 遺物量は少い。 33は口縁部を欠く平底の壺のミニチュアで、調整は全体に

雑で、器形は均正がとれていない。

S89出土土器 SB9は南側部分でSBIOと重なり、その普防分からも土器の出土量は多い。

北側部分は壁も残り、竪穴住居の原形を伝えるが、その壁際から34・35か出土した。 36-40の土

器は前者の地点から出土したもので、 SBIOに属するものも含まれるかも知れない。図示するよ

うに壺類はなく、甕•高杯のみである。高杯39は C2に属するもので、杯部か高杯A·B に比較す

ると極端に浅くなり、全体に箆研磨を施している。 40は脚筒部のみで、 4孔の透孔をもち、高杯

A-Eよりも一段と小形になったもので、この種の器形は高杯A-Eに伴って出土しているが麓は

少い。甕は A (34・36・37) とB (35) とかあり、 34・35はともに完形品で脚台は有さず、上げ

底の底部をもつ。器面には刷毛目を施し、 35の体部下半の内面には箆削りによって整形した痕跡

かうかかわれる。

S BIO出土土器 はとんどは37N区埋土中より出土したものであるか、 42・52は36N区出土の

ものでSBllに属するものかも知れない。壺は広口壺B(46) 、同 D(48t以外に、口縁に竹管文

を配した47のような特殊なものもある。高杯は C (51) 、D (50) 、E (52)があり、 53は高杯

Dの脚裾部と推定される。甕には A (45・49)、B (44) 、C (41-43)かあり、同じ甕Cでも

口端に箆による刻目文のあるもの (41・42) と横撫でのみのもの (43) との違いかある。

S 811出土土器 図示した土器はすべて西壁際周溝内より一括して出土したものである。器

種には高杯と壺・鉢のミニチュアがある。高杯は杯部のみで脚部は欠失しているが、 56は高杯B

に属し、底にかすかに稜線か入る。 57は椀形をなす高杯Dである。箆による研磨の痕跡がよく残

り、しかも施し方は繊細であって、 2段の箆研磨を内面に施している。鉢55は深鉢のミニチュア

で、内外面に粘土紐巻ぎ上げの痕か残り、器面を撫でて仕上げているものの全体に粗雑な作りで

ある。 54は口縁部を欠くか、体部の張った壺のミニチュアである。整形は55同様、雑である。

S 831出土土器 貯蔵穴の周囲の埋土中より一括して出土したもので、壺• 高杯・甕がある。

壺は広口壺A (58・59)に属するものでともに凸帯を有する。 58は今回の調査で出土した壺類の

中でも最大で、口径33cm、器壁も 1-2 cmと厚手の作りのふであり、口端内外面には鋭い箆状エ

具による羽状の刻目文か施され、肩にも櫛描文か配されている。 59は頸部のみの小破片であるが、

凸帯に箆による刻目文を施している。高杯(65・66)は杯部はなく脚部のみで、高杯Aに属するも

のであろう。 65は脚筒部に横線文を施し、脚下半は刷毛目の上を荒く箆で研磨している。甕には

A (60・61) とC (62)かある。

S 835出土土器 南壁際の埋土中より出土したもので、壺．甕がある。 69は広口壺Bの特長
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を具えたものであるか、口瑞に枠状凸帯を 3個 1組として貼りつけ、その間に竹管文を配してい

る。内面にも羽状に 3段の箆刻目文と竹管文を施す。 67は小形の長頚壺でAとBの中閏器形で、

口緑部は体部と比較してや>小さい。器面を箆で研磨して仕上げている、,,'_i_は73と同様である。た

ゞ、口緑部内面には、箆状「．具で諾峡を削ったのち、横撫てしたものであろうか、箆先端の圧最

か器面に放斜状に残る。

S 841出土土器 出土逍物は少く、図小てきるようなものは高杯70のみてある。 70は高杯B

の類で口径26cmと大きいか、底部の稜線は不明確である。

S 843出土土器 床面上に一括して広口壺B (71・72) 、長頸壺A (73) 、高杯A (75) 、

それに甕脚台部 (74)か出土した。 72は壺類の中で最も装飾の変化に富むもので、ます口端内外

面に櫛猫列、点文を施し、頸部から肩にかけて同様な列点文、くすれた簾状文、列点文と交圧に配

し、最下段に竹管文を 4個 1糾で間隔を附いてめくらしている。この竹管文は口端内面の列、点文

の下にも同様に配している。多様な文様を施しているものの、施文自体は雑てある。長頚壺A73

は、口径と体部最大径とか同しで、体部か算盤玉形をなし、底部は上げ底となっている。このよ

うに長頸壺Aは長頚壺Bに比較して口緑部と体部か同じ大ぎさをもつことか特に的であり、通常、

肩に櫛揺横線文か施され、器面全体を箆で研磨して「寧に仕上げている。 75は高杯Aに属するも

ので、杯部のみであるか、 39W区出土の高杯125のような器形をなすものであろう。

S B44出土土器 両溝中より出土した、 fI緑邸を欠く台付壺77のみである。脚台部は高杯Bの

ものと同様、直線的に間く。

S 845出土土器 床面より少し遊離して出土したものの一括品で、壺• 高杯・鉢• 甕かある。

壺には広口壺B (78) とC (79)かあり、 79は口端に箆刻目文か施され、肩部分にも櫛揺横線文

か施されていたようである。 80は底部のみであるか、十け底になっている。高杯には A (88) 、

B(87)、D2(86)とかあり、脚部89はAタイプ、 90はBタイプといえようか。 86は口径と脚裾径とか

同様の大きさで、脚部の閲ぎか大苔くなり、それに対して杯部は小さ〈なる傾向をもつ。 SB2

高杯8と同様な器形であり、つぎの段階である古瑣時代煎期の古式士師器への傾斜を一段と強め

た器形といえよう。甕は A (82) 、C (81・83)かあって、 81の口嬬には櫛描列},'.(文か配されて

いる。 84は口緑に最大径かある鉢で、口縁の特長は聾Cと同様である。この種の鉢はこれ 1、9位の

みしか今回出土していない。

S X 14出土土器 溝底より遊離して西側周溝内で一括して出土したもの。広口壺と製のみで、

S X 19・S X 23と比較して出土贔は少なく、高杯は含まれない。 91は広口壺Eで強く体部中央か

張り、撫でと刷毛目を併用して仕上げている。体部中央の器血に幅 1cmの亦褐色の帯か水‘ドに走

り、仕上げ調整前に、器胎を鉢巻状に袖埴したことか断面て観察でぎる。 97は体部のみで壺とし

ての全形は不明。イ本部か横に張った詞球形のもので器限も厚く、外面は屈ljも目を施し、内面は箆

削りを主体とした調整手法である。甕は口緑部片と脚台部のみでB (93・94) とC (92・95) と

かあり、 94・95には箆による刻目文か施されている。

90 



SB 11 (54-57) 

~ 
SB31 (ss崎 6)

ノ56
7
 

5
 

、ヽ

，ヽ＇ 
9

9

9

 

,' ,’ 

／／  言 ‘‘ 
63 

SB35 (61-10) 

'' 
in" I I 

／膚I~〗 I,
64 .l1:'."し¥八J!_'.ー：一＼ー::;65 

~ 攣三岨'.竺ど竺;;;;Iり

／パ"

61 

、 2

"皐て、"
SB41 (10) 

8
 

6
 ＜

 

-̀’‘ 
＼
 

¥
¥
 

ヽヽしぃ
＼
ぃ

¥
1
1
¥
 

‘
 ＼ 

＼
 ヽ

W

¥

 

心＼
 

ヽ

。
7
 ｀

 

9

9

 

9

9

9

 

SB43 ,n-16) 

72 

SB44 (77) 

77 

20cm 

73 

76 弥生土器実測図 (1 : 4) 

91 



SB45 (1s-9o) 

n r
 

79 

＼ 

85 

ノ999999 ご

/
/
 

89 

SX14 (91-9s) 

194 
95 

93 

98 

SXl~(99-106) 

106 

77 弥生土器実測図 (1 : 4) 

92 



S X 19出土土器 西側周溝でも 16S区・ 17S区に出土量が多〈、北側周溝、南側周溝からの出土

はない。 103を除く上器すべて17S区西側周溝中より一括出土したものである。壺には広口壺A3(99)

長形壺B(102)かある。 99は菫心かや、低い球形の体部を有するもので、体部下半には刷毛目が

残るものの、器面かザラつき確かな調整手法は不明。 102は長頸壺Aに比し、口縁部か著しく小形

化し、しかも内彎しているのが特徴的である。通常この種の長頸壺には下弦孤状の刻目文が口縁

部もしくは体部の肩に施されているのであるか、 102は器面かザラついて磨耗しているためか、そ

のような文様は見られない。高杯にはC1004) 、C2(I06) 、D2(105)の三つのタイプのものがあ

る。 105は脚裾を欠くか、口経と脚裾の開きとか同じ大きさになる器形であり、細かな箆研磨を施

している。 100・101はそれぞれ猥C・Aの口緑部破片であり、 101の器面には媒が付着し、内面

には横方向の箆削りの痕跡が見られる。 103は、円板状の胎上を上から充埴して体部底とした成

形技法かわかる甕脚台部である。

S X22出土土器 107は口緑部を欠き棺身に、 108は体部上半を欠ぎ下半のみで蓋に転用し、合

わせて壺棺として利用していたものである。 107は現存高26.5cm、体部最大径29.5cm。体部は重心

か低い無花果形をなし、上げ底の底部をもつ。肩部分にくすれた櫛描横線文と簾状文を施し、そ

の間と下段に箆による刻目文を 3段に施し、体部は箆研磨して仕上げ、全体に均整のとれた器形

である。 108も107と同様の器形であろうか、一部に煤が付き、刷毛目が施されたりして仕上げは

雑である。

S B23出土土器 北側周溝及び西側周溝内より出土。 109・110・113-115・118は一括して北

側周溝より検出されたものてあゐ、他は西側周溝内のものである。壺．鉢・甕• 高杯かあり、壺

には広口壺A1(109・110) 、同As(114) 、同D(lll) 、同F(113)かある。 113は口端部の一部

を除いて内外面とも刷E目で仕上げており、体部内面には輪積み成形の痕と思われる胎土の繋ぎ

腹がはゞ水平に 5段つく。この種の器形は今回の調査ではこれ 1点のみである。なお、上半部を

欠いた下半のみの小形壺(116) かあるか、底か円板状になって張り出し、器体の一部に叩き痕が

ある。鉢115・117は完形品。 115は体部上半と下半部に平行叩き目か残り、器体内面は上から

横撫で、削り、測毛目の順で調整を加えている。高杯には A(119) とB(118)かあり、 119は脚裾

径か脚高より大苔く、高杯 125より裾か広かる傾向を示す。甕C (112) には深く鋭い刷毛目か

肩部分につぎ、口緑部には列点文が施されている。

S X29出土土器 広口壺As(121) と同 B (120)かある。 121は脚台かつくもので、推定器高30

cm荊後、脚裾を欠く。体部下半に2.5X4.0cmの長円形の孔を 1孔あける。焼成前か後かは不明。

孔の上の部分に黒斑か大きくつき、その反対面にも黒斑か薄く残る。口縁部を横撫でし、体部上

半は肩の部分に刷毛目が残る以外は箆削りした上を雑に研磨しており、下半から脚台にかけては

刷毛目のみである。 120は口端と頸部に刻目文かつき、体部は算盤形をなし、底部は上げ底とな

る。横撫でした口縁部を除いては丁寧に箆研摩している。

遺物包含層出土土器 遺構内出土のものと区別し、遺構上面及び遺構の存しない地山上の遺

93 



SX22 (101-10s> 

、べい＼ヽ

—二｀ ,"'ヽ、‘‘

SX23 (109-119) 

/
 

ふ
鳳
＼

鬱
量

ー`,
 

＼ 

,,, rn,, 

119 

“ ぺ112

78 弥生土器実測図 (1 : 4) 

94 



SX29 020 . 121) 

遺物包含層

40 I 02s-12sJ 41 N (131) 14 s (122) 

、ニ
30 N (124) 

16 s (123) 

「でr
 

33 N 038・139) 

□¥‘ 

124 

R7 
130 

39 s (125) 

138 

41 s (132. 133. 135. 141. 144) 44 N 042 . 143) 刀13 6
 

3
 

ー,9
,
 s

 

5
 

4
 

ノ135

ィ＼
 

―
―
 

―
-

，
 

3
 

＼
 

•-

'~ 八'"

133 

46 N 034 . 140 . 14s . 145) 

145 

125 瓢,.

20cm 

79 弥生土器実測図 (1 : 4) 

95 



物包含層より出土したものを遺物包含層土器として代表的なものを一括して図示した。壺には広

ロ壺Aのものが含まれており、 123・124・126・131は頸部に凸幣をもつ。 124は58と同様、数少い

ふタイプの大形、厚手の広口壺である。凸帯に二段の竹管文を配しており、同様の竹管文は 126

の肩にも見られる。 132は口端に櫛描列点文をもつBタイプの広口壺であるが凸帯の痕跡か頸部

に残る。 122は下半部のみであり、全形は不明であるか、球形を程する大苔な体部に、小さな脚台

部かつく壺の類と思われる。高杯は A (125・138・139・145) ・D(127) ・E (141-143)のタ

イプのものかある。中でも 125はティピカルな欠山式の高杯であり、口径25cm、器高20.5cmを測る。

144・146の脚部は小形のもので、高杯Dタイプの杯部をもつものであろうか。他に小形丸底壺の

ような135、小形台付壺140、小形鉢137かある。

(3)石器

石器として認められるのは、 38S区の黒色上中より出土した 1点、 (PL87・94・255)のみである。

石器255は高さ、底辺とも 16cmの三角形を呈し、厚さ2cmの板状のもので緑泥片岩製。 2辺を荒ぽ

く打ち欠き、底辺に当る部分の断面は鋭角となるか磨耗は見られない。むしろ扁平な面に磨耗痕

が条痕として見られるところから、底辺を利用した切削具ないしは敲打器とするより砥石のよう

な用途が考えられる石器である。

2 . 平安時代の遺物

SK21・SK25・SK26の遺構中及び17S区SX19上の褐色土中より比較的まとまって土師器

須恵器の出上をみた。その中には若干量の施釉陶器片かあった。全体量は整理箱にして10箱はど

である。大半は上帥器であり、須恵器は器種に富むものの土師器量との比は％であり、施釉陶器

にいたっては10片にも満たない。また、 SK18からは鉄製品が、発掘区各所から土錘か検出され

た。

(1)土師器

器種として杯• 同蓋、皿、鉢、甕、鍋、甑かあるか、杯蓋、鍋、鉢は少ない。各器種とも粘土

紐を順次巻き上げて成形しており、杯及び甕などにその継ぎ目を残すものがある。成形ののちの

整形技法には撫で、箆削り、刷毛目かある。その内、撫で、副毛目技法を多用し、箆削り技法を

施したものは少く、痰• 鍋の内面に少数見られただけである。箆磨きの技法は全く姿を消してい

る。たゞ箆磨きを応用した文様である賠文か杯159の1点に認められる。皿・ 杯類は内面から口縁

部外面にかけて回転を利用した撫でーロクロ撫で一を施し、底部外面は多方向の雑な撫でのみで

箆削りによる調整を行なわないため、指頭などの圧痕か凹凸となって残っている。このように杯

・皿類の整形技法は撫でのみである。

杯は器形の特長により杯Aと杯Bに分類できる。杯A:撫でによって、口縁部か内に反り、ロ

縁部から底部に移行する部分が稜をなして、口縁部と底部との境か明瞭である。杯B:底部から
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81 S 843土器出土状況

82 S X 19土器出土状況
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83 S X22土器出土状況
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ロ縁部になめらかに移行して底部と口緑部との区別が明瞭でない。同様のことは皿類にも適用で

き、皿A、皿Bに分つことかでぎる。杯ではA類が多く、皿では B類か多い。

痰•鍋．鉢・甑は、口縁部内外面を撫でて、他の部分は刷毛目で調繋する技法を多用している。

たゞ、体部内面については刷毛目調整するものと、撫でと箆削りとを併用するものとか数量的に

は相半ばする。杯類と同様、甕• 鍋についても器形の特徴から 2分類で苔る。甕A:体部か球

形をなすもの。甕B・．口縁部は甕Aと同様であるか、体部か長胴のもの。鍋A:大形のもので把

手か二方につくもの。鍋B:鍋Aと器形は同様であるか、小形で把手かつかない。

(2)須恵器・施釉陶器

土器量からすれは、整理粕 1 箱にも満たない。須恵器の器種には、杯• 同蓋・盤• 長頸壺• 平

瓶・薬壺蓋．甕と豊富であるが、完形品はなく、すべて破片である。杯は高台を有するものはな

く、すべて平底で口緑部か直線的に開くものである。杯蓋は須恵器類の中で量的に最も多いか、

ロ径17cm前後で扁平な器形か多い。 195の1点のみ、口径20cm足らすで腰の高い大形のものである。

いずれも口端は折り返されて立ち、断面は三角形を呈している。他の器種はすべて 1点すつしか

ない。

施釉陶器はいずれも高台を有する杯で上記土器にまじって 6点検出された。内訳は緑釉 4点、

灰釉陶器 2点である。精良な枯土を用いており、砂粒を全く含まない。縁釉陶器は淡緑色を呈し

釉薬は刷毛で全面に丁寧に喰布している。灰釉陶器の 1点は釉が剥落しており、他の 1点は淡黄

緑色を呈するものの高台から内側及び見込み部分は生地を見せており、見込み部分には重ね焼き

の痕跡か残る。緑釉．灰釉陶器とも口縁部を欠く杯であり、器形はよく類似するか、たゞ、高台

の断面が緑釉陶器の杯では方形をなすに対して、灰釉陶器では外側を削って三角形を呈してい

る。

(3)遺構別出上土器

S 813出土土器 口径22cm、高さ 10cmの鉢175か唯一の出土品。枯土紐巻き上げの成形手法

か継ぎ目の痕跡によりよくわかる鉢で、底は少し丸味をもち、口縁は立って、口端かわずかに外

に反り、口端の 1ケ所を強く折り返して片口状の器形となる。口嬬内外面と底部内面のみ撫で、

ロ緑部は刷毛目技法による調整であるか、外面は縦方向、内面は右回り横方向の刷毛目である。

底部外面は多方向の刷毛目で前者よりも細かい。ただ、口緑部と底部の境にのみ、水平方向に箆

削りを一周する形で部分的に施している。

S 820出土土器 上師器の甕(184) と甑 (182・183)かある。甕 184は口緑部の外反の程度

が弱く、整形技法からいっても内面を箆削りするなど甕Aでも他の甕Aと趣きを異にする。 182 

は口径32cmと大形の甑、 183は口径13cmと小形の甑であるか、器形は口端のまとめ方といい大同

小異。 183は内面に縦方向の箆削りの調整を加えている。
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S B47出土土器 柱穴の底から取り出された173と柱穴の掘り方の位置で栓出された174は、と

もに口径17cmの同大の甕Aである。 173は口縁部が水平に折り返されているに対して、 174は逆八

字形に開ぎ、しかも体部か横へ丸味をもって広がり鍋形に近い器形をなす。整形技法は刷毛目と

撫でを主体にしたものであり、 174には粘土紐巻き上げの痕か残る。器面には両者とも煤かつく。

S K21出土土器 最も多量に出土。土師器には杯A (157・158)、杯B (156・159)、皿A

(160・161・163・165)、皿B (162・164) 、甕B (151・153・154)、鍋A (147)、鍋B(148・ 

150)、甑 (152)、鉢 (166) がある。杯A ・杯Bともに径13cm前後のもの (156・157)、口径

17cmと少し大形のもの (158・159)かある。整形技法はともに同様であるか、中には口端を少し

巻き込み、内に肥厚する杯 (156) もある。 159は唯一の暗文の残る杯で、出土杯類中大形で、内

面に連弧暗文と放斜暗文を箆先で施している。甕は完形品はなく、すべて上半部の破片で、口経

25cmと大形であり、器形の特徴から長胴形の甕Bと考えられる。口縁部内外面を横に撫で、体部

の内外面は刷毛目で調整している。たゞ、 154のみ内面を撫でている。鍋Aとした147は口径37cm、

高さ22cmと大形品で、体部上半部に把手が剥離した痕跡かあって二方に角状把手のつくものであ

ろう。体部外面は荒い刷毛目で調整されているが、内面は刷毛目を用いず、上半を撫で、下半は

箆で削っている。鍋Bには口径17cmの148と口径32cmと大形の150がある。 150は口緑を水平に折り

返す特徴的な形をなしている。 152は体部上半が円筒状をなすところから甑と推定した。 166はロ

緑部のみで底部を欠く鉢で、口径24cm、高さ 9cmと175よりや>浅い。調整手法は、 175と全く同

様である。須忠器として杯盗片 2、長頸壺片 1、平瓶片 1、薬壺蓋片 1、批片 1かあり、甕片を

除いていずれも胎土は竪徴でよく焼きしまる。杯蓋(168・169)は紐を欠き、天井までの高さ 1.5

cmと扁平である。内面から口緑部にかけてはロクロを利用した撫でにより調整しているか、天井

部のみは箆で削っている。 168は器表外面に自然釉か流れて施釉陶器の感じがする。 170は口頸部

から肩にかけての部分か残る D径 9cmの長頸壺片。器面にはロクロ撫での痕がよく残る。口端が

上方に折り返されて内面に段を有する器形。口頸部と体部を別々に成形したのち接合している。

171は把手部分か残る平瓶片、把手外面には厚く自然釉かかかり、箆で丁寧に削って調整してい

る。断面は外面平ら、内面中央か張り出す五角形となる。 172は紐を欠失しているか、口経13cmの

薬壺の蓋で、口縁部かや>内に反り気味に立つ。その器表外面には自然釉か全面に流れ、黄緑色

を呈している。甕 167は胎土に砂粒を含み、整形自体も口縁部は撫で、体部は叩き手法の

粗雑なもので、上記須恵器のもつシャープさはない。

S K24出土土器 土師器には甕 (190) 、杯 (192・193) 、杯蓋 (194) かある。杯は

Bタイプで口径13cmと14cmのもの。 193は口端を内に巻き込む。 194は宝珠形のつまみを有

する口経15cm、器高3.5cmの杯蓋で須恵器の器形を真似たものであろうが、口端は折り返さず、

そのま、丸く単純におさめている。天井部のみ刷毛目調整、他は撫でている。 191は口径18cmの

B類の皿。 190はA類の甕であるか、口径14cmと173等に比較して小さく、体部から鍋形に近

くなる器形のものであろう。須恵器195は口径19cmと他の杯より一回り大形で、天井部も高くな
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る。 196は盤と思われる底部破片で八字形にふんはる付け高台をもつ。

S K25出土土器 土師器皿 (177-180)と甕 (176)で、いすれも裔跡と考えられる焼土中より

出土した。皿は口径20-24cm、177のみ皿Aで他は皿B。176は口径22cmの甕Bで下半部はない。

S K26出土土器 土師器杯186・188は杯A、口径15cm、188かいく分深い。 187は口径12cmと

一回り小形の杯B。甕185は口径16cm、体部は SK24の甕190と同様鍋形になるであろう。須恵器

杯蓋 189は口径13cm、SK21のものと大差ない。

S K30出土土器 焼土内より出土した口径39cmの大形の甕181のみで、 B類のものであろう。

17 S区出土土器 遺構内ではないか、 17S区SXl9の周溝コーナー上の褐色土中には一括し

て多数の土師器と若干の須恵器が検出された。土師器には杯A(l99・200・202・203)、皿A(201)、

高杯 (204・205)かある。杯Aは口径13cmのもの (200・202) と口径17cmのもの (199・203) と

大小二種。ことに199は口緑部のロクロ撫でにより内へ器壁か反り、口緑部内面中はどに稜を有す

器形となる。高杯はともに脚筒部と杯部の破片であり、 204は箆削りにより脚筒部断面か八角形を

呈する。杯部205は口径 22cmと浅く、外反するものであるか、 204と同一個体ではない。 須恵

器杯207・208は箆削りで調整した平らな底をもつ、口径14cmはどのもの。 206は口径17cmの杯蓋

である。なお、 198と同様の器形をした緑釉台付椀片か 1点出土した。

18N区出土土器 灰釉の台付椀片 (197)か2片出土。高台はいすれも付け高台である。

41 S区出土土器 198は緑釉の台付椀で、胎土は須恵器、灰釉陶器よりや、軟陶て白ばい。

高台は灰釉のものと同様付け高台である。

(4)土錘

llS区 1 (259)、17S区2 (257・262)、17N区 1(260)、18N区2 (258・.261)、SK30内

1 (256)、SB32内1 (263)の計 8点か各所より出土したか、 263の1点を除いて、発掘区東半部

分、平安時代の遺構が集中する部分で、平安時代土器とともに検出されたものである。長さ 4cm 

と最小のものから長さ7cmと最大のものまで、様々であり、それぞれの計仙l値は別表のとおりである。

両端かすぱまり、中央か少しふくらむ形であるか、 257のように強くふくらむ形もある。断面は円

形をなすものと、 258・261のように扁平になるものとがある。

(5)鉄製品

S K18の浅い土坑内で4点 (265・266・270・274)、SK24内2点(268・273)、17S、18N、22

S区より 5点の計11点出上、中に火打鎌、刀子、釘、紡錘車かある。

火打鎌(265) 平面形か笠形をなし、両姐か少し上かる。長さ8.2cm、最大輻2.7cm、重さ 25

gを計る。

刀子 (273・274) 

が19.8cmである。

273は茎を、 274は身部先嬬をそれぞれ欠く。残存長は273か7.2cm、274
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釘 (266-271) 266と268か完形、他は残欠。 266・

268はともに先端が曲るか、長さ 10c叫iどである。

なお、 272は1cmと厚い、中央かえぐり入れられた方形板

状のもので、何に使用されたものであるかは不明。

3 • 鎌倉時代の遺物

土師器、山茶椀、磁器、宋銭かある。土師器、山茶棺に

ついては SD12、SB28より比較的まとまった出土を見た。

磁器も土師器、山茶椀と共に少鼠であるか検出された。宋

番号 長

256 5.6 

257 7.0 

258 4.6 

259 5.2 

260 4.6 

261 4.6 

262 5.2 

263 3.9 

土錘計測値

さ 最大径 重 さ

cm cm g 

1. 3 8 

1.8 14 

1.0Xl.4 3 

1. 3 7 

I. 2 5 

0.9Xl.4 5 

1. 2 ， 
1.0 3 

銭は 7点あまりの出土であるか、大半が試掘の際に検出されたものである。遺物の贔は平安時代

遺物に比較して半分はどである。

(1)土師器

炊飯用の鍋と供舷用の林、小皿かある。鍋は完形品は 1個体しかなく、口径42cmの大形品から

ロ径17cmの小形品まで、器形は大小様々である。口端が内に折り重ねられた A類と、折り返され

ず、内に引き出されて水平になる LJ端を有する B類とかある。体部の器壁は薄くはとんどは0.5

cm未満。粕土紐を巻きLけて成形し、口縁部のみ丁寧に横に撫で、肩の部分は撫でてはいても指

頭圧哀がついて器面に凹凸かある。体部中はどから底にかけては横方向に幅広く箆で削って調整

している。 254を除いて他のものには器体外面に煤がつく。付着の仕方は体部下半よりも肩部分に

多い。なお、 SB28より有脚鍋の脚部と推定されるものか 1点出土している。杯には赤褐色を呈

して器隈の厚いA類と、灰白色を呈して A類よりも更に器壁の薄くなる B類とかある。 A類は全

体の作りが粗雑になったものの前代の土師器杯の技術を受けついでいるのに対し、 B類は粘土塊

より手つくねでもって形を作り上げているのか特長。ために口端か波打ち、器形も正円形をなさ

すゆかむのか多い。中には、底に柾日かついて板の上で成形したと考えられるものか1点ある。この

ように杯には成形技法のことなる 2種類かある。小皿は色調に違いはあっても杯のような技法上

の相違は見られない。杯B類と同様、すべて手つくねの製品である。

(2)山茶椀

17点出土。口径1s~16cm 、器高 5~6cmのもので、口端かシャープなもの、口端か肥厚するも

のの差異はあっても、器形は大同小異、高台は低く、取付けも雑であり、もみ痕のつくものとつ

かないものがある。底には糸切り投かはとんどのものにつくか、高台を取付けた際、撫でにより

消されているものもある。ただ 1点だけ、高台がなく底が平らな山茶椀片かあった。自然釉の流

れたものも 2点あるが、意識的に命釉したものはない。他に大形の片口 1点かある。
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(3)磁器

青磁椀と白磁椀かある。青磁例は SD12、SK42、SK50、21S区よりそれぞれ 1点ずつ、計

4点出土したかいずれも破片。口緑部外向には花弁か賜刻されている。その上に青灰色の釉か厚

くかかる。白磁椀は21S区出土のもの(251)と試掘の際、 Y拡から出土したもの(250)とかあり、とも

に完形品。 251は口径11cm、器高 3crn. の小形椀。 250は口径16cm、器高 7cm、口端か外に肥厚し、
(1) 

下半部は生地を見せている。青磁、白磁とも中［月宋代のものであろう。

(4)遺構別出土土器

S D12出土土器 士師器鍋は完形品はなく、口径23cm、25cm、27cm、42cmと4、点(209-212)

あり、 211の体部の肩の部分には刷t目か残る。小皿 (213・214)は口径8cm未満。山茶椀 (215・

216)の高台にはもみ仮かつく。 218は口径33cm、器高11cmと大形の片口。％はどしか残らないか、

内面に厚く煤かつく。｝『口として用をなさなくなった後、他に肱用したものと思われる。 217は

ロ径16cmの青磁椀片。

S 828出土土器 士師器鍋 (219)は口径27cmのもの、 222は長さ 15cm、径3cmの脚筒状のもの

で、箆で器面を下に削っている。中国地灯で多用されたかなえ形の三足鍋の脚部のようなものと

息われる。杯(220・221・223)は口径12-14cmでA類。山茶椀 (224-227)はLI径15-16cmのもので

あるか、 225のみ口径に対して器高か没い。高台にはすべてもみ虹がつく。

S K27出土土器 土師器杯 (242) 、小JUL(241・243)、山茶椀)¥(244・245)かある。 242

は口径11cmのB類の杯。山茶椀は口緑部を欠くか、胎土に砂粋を含ます、高台も幅広くふんばっ

て取付け方も丁寧で、この 2点のみか他の山茶例と趣きを異にする。

S K42出土土器 土師器鍋B (238) 、同杯A (239)、青磁椀片(252)かある。

S K46出土土器 土帥器鍋にはA類 (228) とB類 (229)のものかあり、 228には削L目か部

分的に残る。山茶椀 (230)は口径15cm、器高5cm、高台は退化、「前で、もみ哀かある。 231は常滑焼

の平底壺である。

S K49出土土器 土師器杯B (240) と小皿 (241)かある。

S K50出土土器 土師器柊B(232)、山茶椀 (234-236)、同小皿(237)、占磁椀片(233)かあ

る。 234は高台がなくなった平底の山茶椀である。

なお、遺構内ではないか、 18S区て山茶椀 (246・247)か出土したし、試掘の際にも G琺と Y

坑より 248と249か検出された。とくに、 249には口緑部と底に墨痕か残り、 LJ緑部のは「上」と読

めるか、底の字は平仮名の「よ」の字体か 2字並んた形のものである。 254はこれも試掘の際

x坑より出土した口径18cmの小形鍋Aであり、中世の土帥器鍋の唯一の尤形品である。

(5)宋銭

試掘の際、 X坑より 5枚 (275-279) と16S区で2枚 (280・281) を検出。すでに緑青をふく
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か、鋳出した文字は判訛でぎる。

貨である。

それぞれの法屈及ぴ銭貨名はiぐの通りて、すべて北宋時代の銭
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本遺跡の発掘調査は全体面柏約 6万面のうち、約 6分の 1に当る 10mX 100mのわずかな部分を

対象としたものであったか、今まで述べてぎたような弥生時代後期• 平安時代・鎌倉時代の建物

及び土器などか多数検出され、それらの時代のムラ跡か複合する遺跡であることか判明した。今、

調査結果を通していろいろな角度から遺跡を検討できようが、ここでは筆者か発掘調査及びその

後の調査の整理作業に際して気付いた点を箇条的にまとめて結語としたい。

(1) 弥生時代後期以降の複合遺跡ではあるが、弥生時代後期を主としており、出土土器は弥生

時代最終末の欠山期のものである。このころ、伊勢市上地町字野垣内の宮川左岸段丘上にムラを

形成したといえよう。

オゴ’ノ

宮川左岸段丘上の弥生時代遺跡は上流から小杜• 中楽山• 野垣内遺跡と続き、 1km離れて大藪

遺跡が所在し、段丘崖に沿って北東方向に並んでいる。そのうち、大藪遺跡と中楽山遺跡につい

ては調在は実施されており、大藪遺跡は弥生時代前期土器片か数片出土してはいるが、検出され
(2) 

た方形周溝雌 2基に伴う土器は弥生時代後期のものである。 また、 中楽山遺跡の竪穴住
(3) 

居跡、方形周溝墓に伴出した土器も同様のものであり、小社遺跡の表採土器も欠山式の土器より

(4) 

さかのぼるものはない。このような今までの調査結果と今回の発掘結果を照合してみると次の二

点のことが力説できよう。第一点は宮川左岸段丘は弥生時代後期、欠山式土器か盛行する頃にな

って始めて大規模なムラか形成されたこと。第二点は弥生後期のムラ造りの勢力は左岸段丘で止

まり、宮川右岸一帯には及ばなかったこと。つまり、宮川を渡って南下していないことか、現在

の弥生時代遺跡の分布状態から推察される。弥生後期の遺跡は一般的傾向として、分布か拡大拡

散しており、小谷に面した谷間の地でも立地か確められている状況からすれば、宮川右岸の伊勢

市域で弥生時代後期の遺跡が確認されないのは普通ではない。弥生時代杜会は水田耕作を主とす

る農耕杜会であって生産基盤である水田としての可耕地の存在かムラ造りを左右するものである

が、当時にあって可耕地は全く右岸地域では皆無であったのであろうか。可耕地の存在とは別の

要素が作用して上述のような遺跡の分布をもたらしたのではあるまいか。今、別の要素について

の解答は見出せず、今後の検討課題と致したい。

(2) 弥生時代後期の方形竪穴住居は段丘崖よりも 100mはど内に入った場所に営まれ、数棟によ

る重複もあって、何回かの建て替えか推定されるものもある。また、住居址群に隣接して墓地と

考えられる方形周溝址が4基あって、出上土器から推定して竪穴住居址群と方形周溝址群とはム

ラの中に併存しており、竪穴住居に住んだムラ人達が方形周溝址に葬られたことは容易に想像か

つく。残念ながら主体部と思われる埋葬施設に当るものは方形周溝址では検出できず、単次埋葬
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か複次埋葬かは不明であるが、周溝内の 1ケ所にのみ多贔に検出された上器片は、埋葬時点で死

者を手厚く葬った際に供献したものと考えている。本遺跡においては弥生時代未期でもムラの中

に共同絡地としての性格の強い方形周溝墓群が営まれていることを確認しておぎたい。

(3) 平安時代の建物址として竪穴住居址と掘立柱建物址を検出したか、併存したものか、先後

関係にあったものかは不明である。掘立柱建物址に関連して注意を引くものに方形竪穴址かある。

一辺2-3叫 iどの小規模なもので、一辺の中央に焼土及び焼けた壁面が残り、その部分を中心とし

て上師器の出土か多かった。恐らくかまどの設けられた場所であり、竪穴自体か厨房をなしてい

たと推定され、竪穴と掘立柱建物址とはムラの日常生活において一体的な関係にあったものであ

ろう。たゞ、恒常的な厨房であれば覆屋も必要であったであろうか、竪穴内及び掘り方周辺にそ

れらしい痕跡は見い出されなかった。

(4) 鎌倉時代に比定される山茶椀、土師器を出土した竪穴住居址か 1棟検出され、鎌倉時代に

至っても上間生活をしているムラ人の状況の一端かしのばれる。建物規模は3mX3.5mと小さく、

床面には10-20cm大の礫か散乱していた。そして、竪穴内には柱穴は存在せす、竪穴の掘り方に

沿った四固に 8ケ所の柱穴をもち、柱穴の底には礫を礎石として罹いていた。柱間としては 2間

X2間を数え、竪穴住居址と掘立柱建物址とをミックスさせた建物構造となる。柱穴外に設けた

場合、屋根は地面まで葺き降さず、壁面を四周にもつ家屋構造になるのではないかと素人推察し

ている。そうした場合、屋根勾配は、地面まで葺き降ろす従来の竪穴住居址の場合と比較して緩

やかなものとなるはずである。そこで、床面の大小様々な礫であるか、これらの碑はこの様な建

物の出現と関連するもので、緩やかになった屋根上に置き、屋根を葺いた材を抑える働きをして

いたものと推定したい。四日市々• 智積廃寺の SB13住居址にも同例ーただし、出土土器より時
(5) 

代は平安時代末頃と推定されるーかあり、主に鎌倉時代頃からこの様な構造をもった建物か民家

として現われるようである。また、竪穴構造をもたなくても柱の下へ土台石を置いて礎石とする

ような民家建物の出現も管見した範囲内では鎌倉時代ごろに始まる。

註

(1) 矢部良明「中国陶磁出上遺跡一覧表」 （『日本出土の中国陶磁』東京国立博物館

1978) 

(2) 吉水康夫はか『南勢バイパス埋蔵文化調介報告』 （三重県教育委員会 1973) 

(3) 下村登良男はか『昭和47年度県営圃場整備事業地域埋歳文化財調在報告』 （三

重県教育委員会 1973) 

(4) 村山邦彦「小社遺跡」 （『歩跡』 2号 皇学館大学考古学研究会 1972) 

(5) 小玉道明はか『東名阪道路埋蔵文化財調在報告』 （三重県教育委員会 1970) 
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上野市上ノ庄山ノ川遺跡

ー 位 置

伊賀盆地の二大中心地である上野市と名張市を結ぶ「名張街道」•は上野市の市街地のある丘陵

より久米山の西側の長田川の沖積地に一旦おり、大内橋で長田川を越え、上ノ庄部落付近で再び

丘陵地にのはる。大内橋のすぐ上流には小さな支流「山の川」か注いでいる。山の川はこの名張

街道に並行して南から北へ流れ、長田川の沖積地では小さなカーブで蛇行をくり返している。

遺跡は山の川か長田川に合流する地点より約900m程上流の右岸に位憤している。標高140m前

後である。名張街道に並行して北に向って流れてきた山の川はこの部分で大きく東ヘ一旦まかり

更に北々東へ向って流れている。この流れに並行して両側に一段低い水田があり、遺跡の中心は

この水田との比高 1m程高い段丘上である。行政的には遺跡は上野市上ノ庄字黒田623-631番地

に属する。

100 遺跡の位置（国土地理院「上野」 1: 5万）

1. 山ノ川遺跡 2. 波岸台遺跡 3. 田中遺跡 4. オ良遺跡 5. 西浦遺跡

6. 森脇遺跡 7. 森寺遺跡 8. 猪田神社古墳群 9. 森寺古墳群 10. 唐木

谷古墳 11. 長野古墳群 12. 久米山古墳群 13神座山遺跡 14. 下郡遺跡

15. 寺山遺跡 16. 唐木谷遺跡
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遺跡の遠景（南上空から）
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102 遺跡地形図 (1: 5000) 
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旧柘田村は古くは伊賀郡に属し、 梧田、山出、 田中、山の川遺跡と波岸台遺跡のある

市部、沖、

上ノ庄、

オ良、上笠部のJiつの部落よりなり、
すく上流およひ対岸は旧依那占村で、依那具、

生活基盤として発展して
より長田川の肥沃な沖積地を

郡、下郡、森寺の七つの部落かあり、古く

このため、各時代の遺跡も数多く認められ、
伊賀における中心地域であっ

各たものと思われる。

、い・ てよいはど存t' ~c 
なかでも、弥生時代後期の遺物を出土

する遺跡はこれらの各部洛に必すといっ
(3) 11) 12) そのうち田中遺跡からは纏文土器片、緑釉陶器片も出土しているし、

神座山遺跡は弥生在する。

時代から平安時代にかけての遺跡で、

川遺跡の南方約 500m の丘陵地では、

土師器の窯跡と思われる逍構か見つかっている。
また山ノ

山出部落の北側の水田や築にかけ
てすでに消滅したり、痕

跡とはなっているか長野占墳群全25晶も確認されている。
長田川の対岸では、 久米山にも計50基

さらには昭和52年度以来発掘調在されて
いる大内橋西側の北堀池

をこえる久米山古墳群かある。
(41 

遺跡では、古墳時代前期を中心

かにされつつある。
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とした集落址と水田址が検出され、

発掘区の位置 (1 : 2000) 
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II 遺 構

山の川の改修計画水路のセンター部分に幅 2m、長さ 10mのトレンチを 4本、水田の排水路部

分に 2mX4mのトレンチを 3本設定した。しかし、これらのトレンチは約20cmで地山の黄褐色

粘質土となり、遺物は僅かに耕作土中に混ざって出土したにすぎなかった。そこで、仮排水路の

掘削中に多数の土器か出土した個所で、地山の落ち込みが見られたため、この部分を拡張するこ

とにした。落ち込みの見つかった水田は標高140mで、すぐ北側の水田に比べIm程度高く、東西

に一段高い段状となっている。

拡張した結果、 L字状に曲かる溝址か見つかった。輻70cm、深さ地表より約 lmで、南側3.5m、

東側2.5mを確認した。耕作土および床土か約30cmで、溝内には暗褐色の砂質土か埋っており、多

数の壺、器台、裔杯、甕などか出土した。

III 出土遺物

小規模な調査であったため、遺物は整理箱に 7-8箱程度である。全て土器で他のものは含ま

ない。その上、大部分かL字状の溝内より出土したもので、僅かに水路部分のトレンチより出上

したもの、および表面採集したものかある。

1 • 溝址出土の土器

壺 (1-6) 1-3は直立気味に真すぐ立ちあかる口緑部をもち、なだらかな肩部より胴

部につづく、いわゆる長頚壺と呼ばれるものである。 1は赤褐色を呈し、全面縦}j向に箆研磨さ

れ、珀部には箆の刺突か細かく施される。内面には枯土紐のつなぎ痕かのこり、指によるナテッ

ケの痕も見られる。口緑部は 5mm程の薄手である。 2はやや黒味かかった淡い拾褐色を呈する。

肩部の張りは 1はど強くない。全面に細かい刷毛目が浅く施されており、口縁部はナテッケてい

る。 1に比べやや軟質のものである。 3は前者のものに比べ大形品で、推定するに全器高50cmを

を越えると思われる。器厚も厚く 1cm近くになる部分もある。砂粒を多く含み、淡い茶褐色を呈

するか、胴部内面は青灰色で、料落する部分もある。全面縦方向の箆研磨をしており、内血は粘

土紐のつなぎによる凹凸か見られる。頸部には断面三角形に枯土紐を貼付けて、段状部分をつく

り、その下に箆による刺突文を施している。 4は口径 7cm、器高10cm程度の小形品である。茶褐

色を呈し、口緑部内側および口唇部をナテヅケ、表面は全て縦方向に箆研磨されている。 5は長

頸壺のM[P]下半部と思われる。比較的薄手で、青味かかった灰色を呈するか、表面は磨減して調整

法は不明である。 6は桐部か球形になる壺の破片であろう。やや厚手で、底はくは‘んでいる。灰

色をおびた褐色を呈する略緻な土器である。
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高杯 (7-12) 杯部分 (7・8)および脚部分 (9-12)のみのものである。杯部分を見

ると、 7は大きく外反し、やや浅い杯で中央部に稜を有している。内外面とも縦方向の箆研磨さ

れ、茶褐色を呈している。 8は口縁部の立ちあかりか急で、杯部は深く、外面杯底部近くのみ箆

研磨されるが、他の部分はナテッケのようである。淡い褐色を呈する。 9・10は杯底部より脚部

にかけての破片である。 9は杯底部か平坦で、細く長い脚部を有する。脚裾部に四孔か穿たれて

いる。表面は箆研磨され、脚内部にはしばり目かのこっている。 10は9に比べ深い杯と思われる。

脚部の形状、調整は9とかわらない。いすれも赤褐色を呈している。 11・12は小形の脚部分である。

11は脚高 6cmで大ぎく外反する裾部を有する。径1.2cmの孔が三個所に穿たれている全面箆研磨さ

れ、暗茶褐色土を呈する。 12は脚部は僅か3.5cmと低いもので、やや深い鉢状の杯部がつくもの

であろう。前者同様縦方向の箆研磨か見られ、明るい褐色を呈する。

器台 (13-17) いすれも鼓形に上下とも外反する筒形のもので、上端は強い稜を有するが、

下端は丸く仕上げられて、装飾は認められない。表面は全面縦方向の箆研磨か施されている。 13

・14は器高16-17cmで、ほは同大のもので、三つの孔か13は交互に、 14は同じ個所に二段にあけ

られている。 13は茶褐色を里し、やや磨滅している。 14の桐部は細かい刷毛目による調整のあと

箆研磨している。受部は内面にも横方向の箆研磨が認められる。明るい褐色を呈する。 15・16は
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やや小形で、 15は茶褐色を呈し、表面は縦方向の箆研磨であるか、内面には粘上紐のつなぎ痕が

のこり、指によるナデツケガ見られる、 4孔か穿孔ざれ忍。 16は3-bmmの薄手で、少量の細砂を含

んでいる。口縁部が大きく外反し、先端は折れ曲っている。穿孔は認められない。灰色をおびた

褐色土を呈する。 17は中央部分のみで、上・下端部は不明である。中央部径17cm近くで、器壁も 8

mm近くある大形品である。内面には粘上紐のつなぎ痕かのこるか、表面は全面箆研磨される。赤

褐色を呈し、細砂を多く含んでいる。 4孔か上・下二段に同じ個所に穿たれている。

甕 (18-23) 口縁部が頸部でくの字状に外反するもの (18・19) と、口縁部が直立する受

口状となるもの (20-23)かある。 18は口径14cmで、口緑部はヨコナデ、胴部は叩目が施される

もので、内面には部分的に箆削りが見られる。淡い茶褐色を呈し、桐土には砂礫を多く含む。 19

は18に比べ桐長のもので、表面の調整は細かい縦方向の刷毛目である。灰色かかった褐色を呈す

る。 20-23は大小はあるか、いずれも受口状の口緑部はヨコナデをし、口縁下端部に櫛状工具に

よる刺突文を施しており、肩部より胴部にかけては横線文、刺突文、波状文などを描いている。

20・21は口径26cmの大形品で、櫛状工具による施文の前に刷毛目調整されている。 20は口緑部が

やや外方に開く受口状で、器厚 5mm程の薄手である。灰色をおびた褐色を呈し、胎土には細砂を

含んでいる。 21は20に比べ口縁部が垂直に立ちあかる。頸部内面にも刷毛目か見られる。 22は20

をやや小形化した形である。黒っばい黄褐色を呈し、やや軟質である。 23は小形品で、鉢に近い

形をしている。焼成は良く、薄手で細砂を含む胎土である。淡い褐色を呈している。

鉢 (24・25) いすれも口径14-15cmの小形品である。 24は器厚 7mmの厚手で、口縁部をヨ

コナデ、胴下半部は細かい刷毛目か見られる。茶褐色、黒褐色を呈する。細砂、雲母を多く含む。

25は茶褐色を呈しやや薄手である。表面はナデツケ、内面はヘラケズリをしているようである。

2 • 溝址周辺出土の土器

26は口径5.4cm、器高7.3cmの小形の壺である。口縁部か直立し、胴部中央か張り出す平底のも

ので、口緑部、肩部をヨコナテ、胴下半部を指によるおさえによって調整している。 27はコップ

形の小形の鉢である。口径6.5cm、器裔6.3cmで、茶褐色を呈する。 28は甑の底部破片である。細

かい刷毛目が縦方向に全面に施されている。黄味をおびた灰色を呈する緻密な胎土である。 29は

ロ径26cmの大形の高杯である。杯上半部か外反し、稜を有する。灰褐色を呈し、胎土には砂粒を

多く含んでいる。

3. 改修河川部分出土の土器

上師器甕、杯、須恵器杯かある。土師器甕 (30)は口縁部か外反し、桐部は球形を呈すると思

われる。全面に粗い刷毛目を斜め方向に施し、口緑部内側にも同様の刷毛目が見られる。黄茶褐
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106 弥生土器 (1 : 3) 
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色を呈 し、一部磨滅している。杯(31)は口径13cm、器高5.3cmで、半球状のものである。全面磨

滅しているが、ナデツケと思われる。淡黄褐色を呈し、胎土には細砂を含む。須恵器杯菟 (32・

33)はいずれも口唇部が催かに肥厚し、立ちあがりがゆるやかで、天井部はヘラケズ リしている。

32はやや焼成は悪〈 、軟質で黄灰色を呈する。杯身 (34)は口縁部が内傾し、やや厚手である。

底部はヘラケズリされ、青灰色を呈する。
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4. 表面採集の土器

瓦器椀 (35) 口径14cm、器

高4.2cm、口縁部をヨコナデ、 下半

部は指による押えによ って調整し

ている。口唇部内面に浅い沈線が

一条めぐる。内面にはヘラによる

暗文が見られる。高台は貼付高台

である。

土師器小皿 (36) 口径 8cm、

器高 1.2 cmの小形で、 口縁部のみ

ヨコナデ、底は指による調整であ

る。淡い褐色を呈している。

弥生土器 (1: 3 32須恵器 35瓦器）
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山の川逍跡より出土した弥生土器は畿内第 V様式の範睛に入るもので、これまで田中遺跡、オ

良遺跡から出土している土器と同しものである。木製鋤を出土した森寺遺跡の土器も畿内第V様

式のものであり、この時期に現在の集落の始まりを求めることか出来る。土器の校様を見ると、

既に古く伊賀地方の弥生土器を紹介された宇佐晋一、森川桜男両氏は伊賀の弥生後期の土器を次
(5) 

のように述べられている。 「—....――ーまったくといってよいはど畿内的で、唐古第V様式や西ノ辻

地点の土器と同様である。ただ甕は近江や東海に関連のある受ロロ縁のものか多く、畿内的なも

のは少ない」と。山の川遺跡においても長頸壺、高杯、器台などは畿内のものと殆んどかわらな

いか、甕は口緑部か単純に外反し、叩目あるいは刷L目か施される幾内的なものに比べ、受口状

の口緑部で、口緑部下、肩部、桐部などに櫛状工具による施文か施されているものの方が多い。

これら受口状口緑の土器は四日市々西ケ広遺跡、鈴鹿市上箕田遺跡に多く見られる。以前、西ケ

(6) 

広遺跡の報文において、伊勢における弥生後期の編年を、上箕田→西ケ広→高松であろうとした。

山の川遺跡の土器群はこの編年の西ケ広期にあたり、東海地方の編年では欠山式土器の古い段階

に相当するものであろう。伊賀においてはこの山の川遺跡のあとに上野市車坂遺跡や更に北堀池

遺跡の土器かつづくものと思われる。

これら弥生後期の土器の殆んどか出土した溝址は、僅か延長 6 m足らずを確認したにすぎない

か、 L字状に曲かるコーナ一部分であり、あるいは方形周溝の一部かもしれない。弥生後期の方
(7) 

形周溝の発見は県下においては明和町金剛坂遺跡をはじめいくつかあるか、伊賀における発見例

はまだ見られない。これは発掘調査例か少ないことにもよると思われる。

河川改修部分より出土した土器は古墳時代 7世紀前半と考えられ、掏邑編年における TK209 

に相当するようである。また、表面採集した瓦器椀、土師器小皿は鎌倉時代初頭に属するものと

考えられる。

註

(1) i中島卯之• 星野献ニ・字佐沢I--・ 「三重県上野市田中遺跡の縄文土器」 『占代学研究』 18 1958 

(2) 沖乱卯之「三重県田中逍跡出土の此器と緑釉L器片」 『古代学研究』 15・16 1956 

(3) 西嶋覚•他「三屯県L野市 L之Ii:神座山遺跡」 『古代学研究』 33 1963 

(4) 古水康夫・駒田利治• 山田猛『北掘池遺跡調在概要』 I 『[ti]』II 三重県教育委員会 1978・1979 

(5) 宇佐許ー• 森川桜男「伊賀に於ける弥生式i:.器・上師器集成」 『伊賀郷十史研究』 4 1961 

(6) 三重県教育委員会『東名阪道路坪蔵文化財調在報告』 1970 

(7) 山沢義買• 谷本鋭次『金剛坂遺跡発掘調査報告』 明和町教育委員会 1971 
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上野市猪田 波岸台遺跡

ー 位 置

波岸台遺跡は、上野市猪田地区でもその南東部にひろがる標高180m前後のなだらかな丘陵地

の北麓にある。追跡の椋底は156m前後で、猪田神社の西方約100mにあたり 、北側には長田川の

沖栢地か広〈ひらけ、猪田、田中の染落、さらには対岸の依那具の集落をも一望することができ

る。圃場怪備前の地形図によれば、この遺跡の所在する水田一幣は、東側及び西側よりわずかに

たかまりを見せて北側に張り出した格好の地形をなしている。追跡の南側の丘陵地の各所には多

くの遺跡や古瑣が知られていて、長田川流域において逍跡の所在密度の高い地域とな っている。
(1) 

木製鋤を出土した森寺逍跡をはしめ、猪田神社古瑣群、森寺古墳群、唐木谷古墳群などがそれで
(2) 

ある。また東方には、下郡、下郡という地名から郡術の存在の予想される所もあり 、圃場整備さ
(3) 

れる以前は、各所で条理地割の名残りかよ〈認められていた。さらに長田川の対岸にはオ良寺跡

もよ〈知られている。

108 遺跡の遠景（南上空から）
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111 土器 (1: 3 8円面硯）
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II 出土遺物

現況は標高160m前後の水田で、 2mX2 mのグリッドを合計11か所を各水田に設定した。その

うち、 6か所より遺物の出上が見られた。一部についてはグリッドを拡張してみた。遺物は耕作

土の暗茶褐色土から出土するか、小破片が多く、明らかな遺構は認められなかった。遺物の出土

状況から、この遺跡の範囲は約3000面以上にひろかるものと考えられた。グリッド調査による試

掘調査のみであったため、僅かに整理箱 2箱にも満たない量で、その上いずれも破片で、図化出

来るものも少ない。

1 • 土師器

甕 (1・2) 口径27-28cmの大形品で、口縁部近くの破片であるが、あまり肩の張らない

長胴の甕と思われる。口縁部か内弯気味に外方に開く。 1は白っばい肌色を呈し胎土には細砂を

多く含む。口縁部はヨコナデ、胴部は粗い刷毛目か表面は横方向、内面は斜方向に施されている。

2は 1に比ベ口縁部の内弯が弱い。磨滅が甚しく調整法は不明であるか、 1と同様であろう。白

っぽい茶褐色を呈している。

蓋 (3) 径26cmの大形品で、口唇部及び内面はヨコナデによって調整し、口唇部内側には

浅い凹線状の沈線が2条めぐる。表面は全面横方向のヘラケズリをしている。黄灰色を呈し、胎

土は緻密である。

杯 (4) 口径13cm、器高 4cmのやや深い杯である。表面は磨減しているが、口縁部はヨコ

ナデ、下半部が指による押えと思われる。黄茶褐色を呈し、胎土には細砂を含む。

2 • 須恵器

杯蓋 (5) ロ径14.4cm、口唇部かつまみ出されたようにつき出る。天井部はヘラケズリ、

青灰色を呈している。

杯身 (6) 高台部分の破片である。青灰色を呈する。

盤 (7) 小破片であるか、器種は高台の剥落部分かあるため盤と思われる。口径17cm、高

台の径 9cm位である。白っぽい青灰色を呈する。

円面硯 (8) 前者同様小破片である。透し部分か 2個程明らかであるため硯と判断した。

径25cmのやや大形品である。海部分までで、陸部分は不明である。脚部の透しは幅 7mmと狭く、

縦長の長方形の透しか密にあけられていたものであろう。透しの上部に一条の凸帯がめぐる。青
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灰色を呈し、胎土は緻密である。

甕 (9) ロ径40cmの大形品で、大きく外反する口縁部破片である。口唇部外側に深い沈線

かめぐる。黒っぽい灰色を呈している。

III 結 五ロ―-＝R
 

波岸台遺跡は試樹調介のみであった。出土した土器も少量であったか、円面硯の破片か一点出

土している。硯の出土はこれまで三重県下で10遺跡か知られているが、伊賀地方においては始め

てである。当逍跡のすぐ西側の唐木谷逍跡からは須恵器杯船を硯に転用している例か出土してお
(4) 

り、墨書土器も見られる。唐木谷遺跡とともに長田川の沖柏地を臨むこの地は一設集洛とは考え

難く、官術的性格か窮われる。出土した土器はいずれも奈良時代に属するものと考えられる。こ

の期の土器については伊賀地方では出土例は少なく不明な点が多いか、土師器甕を見ると、伊勢

地方のものとやや趣を異にしている。

註

(1) 森川桜男「三重県上野市森寺発見の木鋤」 『古代学研究』 14 1956 

(2) 中森英夫・山田猛• 山本雅靖『下郡遺跡発掘調査報告』 上野市教育委員会他 1978 

(3) 宇佐晋ー「三重県上野市オ良遺跡概報」 『古代学研究』 12 1955 

(4) 山本雅靖『唐木谷遺跡発掘調査報告』 上野市教育委員会 1979 
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昭和49(1974)年12月に刊行されたものをもとに

平成16(2004)年10月にデジタル化しました

三重県埋蔵文化材調査報告 24 

昭和48年度県営圃場整備事業地域

埋蔵文化財発掘調査報告

1979年12月
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